
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人々が行きかい 

自然と共生する便利で快適な 

まちづくり 

 

 

 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち（都市部） 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち（建設部） 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち（下水道河川部） 

政策目標１３ 地域の魅力と活力のある産業のまち（経済部） 

政策目標１４ 農地の適正で有効な利用を図る（農業委員会事務局） 

 

基本理念４ まちづくり 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標10 魅力にあふれ住み続けたいまち 

 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 都市計画制度が適正に運用され、市街地と自然の良好なバランスが保たれている 

◇ 地域特性を生かしたきめ細かなルールで、秩序ある土地利用や良好な住環境が維持・創出 

されている 

◇ 中心市街地や都市拠点の利便性が高まり、徒歩や公共交通、自転車を利用する割合が高ま 

っている 

◇ 都市の防災性能が向上している 

◇ 地域特性を生かした魅力ある景観を、市民・事業者・行政が一体となって、維持・創出し 

ている 

◇ 豊かな自然環境が保全され、身近にみどりが感じられる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 38 607百万円

定例・定型的事業 77 230百万円

職員給与費                   1,380百万円

一般会計概算事業費合計                           2,217百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

 コミュニティバスの運行については、車体に掲載する広告枠を
設定し、運行経費の軽減を図ります。 
 市民活動団体との協働により景観資源の保全・周知を行うこと
で将来的に市民活動団体による自主的な周知啓発事業の展開を目
指します。 
 耐震改修促進計画事業については、広告掲載を活用した民間企
業との協働により「耐震ちがさき」を作成し、作成費用の削減を
図ります。 

 
 

魅力にあふれ住み続けたいまち 
（都市部） 

 目指すべき将来像 

都市づくり

政策目標 

１０ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 昭和 45 年に都市計画決定した市街化区域と市街化調整区域の区分を基本として、市街地と自然
の良好なバランスを保ち、魅力と活力のある都市空間の形成を図ります。 
 地域の特性を生かした秩序ある土地利用と良好な住環境を維持・保全するための適切な規制や
誘導を行い、魅力あるまちなみや景観を保全・創造します。 
 低炭素社会や超高齢社会の到来を見据え、徒歩や公共交通、自転車の利用など、環境負荷の少
ない交通体系の形成を進め、公共交通利用回数の増加を図ります。 
 安全で安心して住み続けられるまちの形成に向けて、地域主体の防災都市づくりを推進しなが
ら、住宅・建築物の耐震補強や建て替えを促進します。 
 生物多様性のある豊かな自然環境を次世代へ継承するとともに、生活の中で身近にみどりを感
じることができるよう、市街地の緑化を推進します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市計画課 
政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３６ 地域特性を生かした都市空間をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 地域特性に配慮した土地利用の推進 

魅力と活力ある都市空間の形成に向け、地域特性に応じた適切な規制・誘導で、良好な住宅地な

どの形成や自然環境に配慮した土地利用を進めます。 

 

  ２ 地域特性を生かしたルールの整備 

安心して住み続けることができる住環境の形成に向け、地域住民と協働して、地域の特性を生か

した地区計画など、ルールの制定や拡充を進めます。 

 
 
 
 

地域特性を配慮・生かした都市空間を形成するため、都市計画の制度が正しく運用され、地域特性

に応じた適正な規制・誘導を図ることが重要です。具体的には、住宅など実情に沿った土地利用を進

めるため、用途地域の見直しや、きめ細やかに地域ごとのルールを定めることができる地区計画制度

を活用します。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

地区計画を活

用して快適な

住環境の整備

を規定した制

度の導入件数 

 ７件 

（平成 23 年度） 
９件 

（累計） 

快適な住環境が誘導されているかを測ります。地区計

画制度の啓発を実施し、地区の実情にあったきめ細やか

な規制・誘導を行います。 

現在、調整中である１地区を平成 25 年度までに、近

く検討予定の１地区を 27 年度までに地区計画指定する

ことを目標としました。 

施策目標：３６ 

地域特性を生かした都市空間をつくる  （都市計画課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３６　地域特性を生かした都市空間をつくる

都市部　都市計画課

17 件定例・定型的事業 47 百万円政策的事業 2 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 用途地域見直し事業 政策★ ― 千円

2 2 地区計画制度の啓発活動 政策★ 200 千円

3 1 マンション建替事業の円滑化業務 定例 ― 千円

4 1 公有地の拡大の推進に関する法律に関する事務 定例 ― 千円

5 1 国土利用計画法に関する事務 定例 ― 千円

6 1 市街化区域・市街化調整区域見直し事業 定例 7,400 千円

7 1 都市計画基礎調査事業 定例 ― 千円

8 1 都市計画基本図作成事業 定例 20,000 千円

9 1 都市計画決定及び変更業務 定例★ 10,061 千円

10 1 都市計画法第５３条第１項及び第６５条第１項に基づく許可 定例 ― 千円

11 1 優良建築物整備事業 定例 ― 千円

12 2 開発審査会の運営 定例 2,808 千円

13 2 茅ヶ崎市土地利用基本条例の運用 定例 ― 千円

14 2 建築審査会の運営 定例 2,871 千円

15 2 住居表示整備事業 定例 1,398 千円

16 2 土地の埋立て等及び砂利・土の採取に関する事務 定例 ― 千円

17 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

18 - 庁内共通事務 定例 2,089 千円

19 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

225



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３６　地域特性を生かした都市空間をつくる

基本理念

政策目標

都市部　都市計画課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性に配慮した土地利用の
推進

　指定用途地域と現状の土地利用が乖離している地域
等について、用途地域の見直しに伴う弊害調査や地元
の意向把握を行い、適正な都市環境が誘導されるため
の方策を検討します。用途地域の見直しが必要とされ
る地区については、その地域の合意形成を図りなが
ら、順次、見直しを行います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

用途地域の見直し

 目標

平成25年度

平成26年度

１地区

－

政策的事業

用途地域見直し事業

平成27年度
１地区

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　地域特性を生かしたルールの整
備

　地域住民の発意により、地区単位のまちづくりが可
能となる地区計画制度を積極的に活用してもらうた
め、制度についての理解を促進させる啓発活動を行い
ます。
　また、地区の指定に向けた合意形成を行う地域に
は、その地域にあった適切な誘導と積極的な情報提供
を行います。

※啓発活動件数（平成23年度）：２件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

啓発活動件数

 目標

平成25年度

平成26年度

２件

２件

政策的事業

地区計画制度の啓発活動

平成27年度
２件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 200 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性に配慮した土地利用の
推進

　魅力と活力ある都市空間の形成に向け、地域特性に
応じた適切な規制・誘導で、良好な住宅などの形成や
自然環境に配慮した土地利用を進めるため、都市計画
決定及び変更手続きを行います。

※決定・変更の審議数：６件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

決定・変更の審議
数

 目標

平成25年度

平成26年度

３件

３件

定例・定型的事業

都市計画決定及び変更業務

平成27年度
３件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 10,061 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市政策課 
政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３７ 住みやすく住み続けたいまちをつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 集約型都市構造の実現に向けた交通体系の構築 

集約型都市構造の実現に向け、利便性が高く、人と環境にやさしい交通体系を構築します。また、

公共交通を優先した新たな交通システムを導入します。 

 

  ２ 鉄道輸送力の増強 

ＪＲ東海道本線、ＪＲ相模線の輸送力増強について事業者へ働きかけます。 

 

  ３ 防災体制の構築 

都市防災推進事業の推進を図り、災害時の被害を軽減し、被災後の迅速な復旧のため、自助・共

助・公助による取り組み体制の構築を目指します。 

 

  ４ 住環境整備の調査・研究 

住環境整備を進めるため、必要な支援や法制度の導入を進めます。 

 
 
 

人口減少、超高齢社会に対応し、本市の地域特性を活かした都市づくりをさらに進めるため、都市

づくりの指針である都市マスタープランの見直しを行います。本市の住宅政策の方向性を定めるため、

住環境整備事業の調査・研究を推進し、災害に強いまちづくりや事前復興対策を検討するため、都市

防災推進事業を進めます。 
また、超高齢者社会や環境配慮のため、鉄道、路線バス、コミュニティバスの運行など、交通事業

者等と連携し、利用しやすい公共交通体系を構築します。あわせて、自転車の安全で快適な走行空間

の確保を図るため、指針となるちがさき自転車プランの改定や自転車走行環境の整備を進めます。 
 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

年間公共交通

利用回数 
（１人当たり） 

411.0 回 
（平成 23 年度） 430.2 回 

 市民が公共交通機関をどれだけ利用しているかを測

ります。公共交通に対するさまざまな取り組みを推進す

るなかで、一体的に分かりやすく示す指標が必要です。

公共交通の利用者数をベースとし、その年度の人口で

割り返すことにより、市民１人あたりの年間公共交通利

用回数を算出します。なお、今後については、過去５年

間の伸びを勘案し、今後も同様の伸びがあるものと仮定

した数値を目標としました。 

施策目標：３７ 

住みやすく住み続けたいまちをつくる  （都市政策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

都市部　都市政策課

4 件定例・定型的事業 420 百万円政策的事業 18 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 コミュニティバス運行事業 政策★ 304,566 千円

2 1 ちがさき自転車プラン改定事業 政策★ 5,612 千円

3 1 ちがさき自転車プラン推進事業 政策 12,330 千円

4 1 ちがさき自転車プラン推進事業（自転車走行・利用環境整備） 政策 8,500 千円

5 1 バリアフリー基本構想策定 政策★ 19,200 千円

6 1 茅ヶ崎市乗合交通整備計画推進事業（ノンステップバス導入促進） 政策 13,300 千円

7 1 茅ヶ崎市地域公共交通会議の推進 政策 11,978 千円

8 2 (仮称）西久保駅の設置要請 政策 60 千円

9 2 JR茅ヶ崎駅ホームの拡幅要請 政策 ― 千円

10 2 JR相模線の各私鉄との相互乗り入れ要請 政策 ― 千円

11 2 JR相模線の複線化の整備促進 政策 300 千円

12 2 JR相模線北茅ヶ崎駅整備事業 政策 ― 千円

13 2 JR東海道本線の貨物線旅客線化の促進 政策 ― 千円

14 2 ツインシティ整備計画、東海道新幹線新駅設置促進事業 政策 540 千円

15 2 東海道線ホーム拡幅の調査・研究 政策 ― 千円

16 3 都市防災推進事業 政策★ 16,170 千円

17 4 住環境整備事業の調査・研究 政策 4,200 千円

18 4 都市マスタープランの見直し 政策★ 7,000 千円

19 1 市内主要幹線道路等交通量調査 定例 7,800 千円

20 4 都市マスタープランの進行管理 定例 1,674 千円

21 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

22 - 庁内共通事務 定例 6,665 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

都市部　都市政策課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実現に向けた
交通体系の構築

　各路線の運行改善を行いつつ、市民からの要望の多
い地区への乗り入れや、茅ヶ崎市乗合交通整備計画の
見直し等にも着手し、市内全体での支線としての体系
をより完成度の高いものとします。
　また、コミュニティバスを使用したイベントなども
実施し利用促進を図ります。

※コミュニティバス利用者数（平成23年度）：
401,023人

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

コミュニティバス
利用者

 目標

平成25年度

平成26年度

451,000人／年

496,100人／年

政策的事業

コミュニティバス運行事業

平成27年度
545,710人／年

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 304,566 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実現に向けた
交通体系の構築

　平成16年3月に策定したちがさき自転車プランの
改定を行います。改定にあたっては、これまでの取り
組んできた自転車施策を検証するとともに、市民や関
係機関との調整、協議を踏まえ、市民のニーズに見
合ったプランの改定を行います。

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

改定作業、完了

－

政策的事業

ちがさき自転車プラン改定事
業

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 5,612 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実現に向けた
交通体系の構築

　移動等円滑化の促進に関する基本方針に基づき、関
係事業者と協議し基本構想を作成します。基本構想の
策定後、基本構想に基づいた事業を実施するための特
定事業計画（道路、交通安全、公共交通各特定事業）
を作成します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

協議会等開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

４回

10回

政策的事業

バリアフリー基本構想策定

平成27年度
５回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 19,200 千円

一般会計

 施策の方向性

229



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災体制の構築

　平成21～23年度で開催してきた防災都市づくり
ワークショップの結果を踏まえ、大規模地震地域主体
で取り組む防災まちづくりの仕組みを構築していきま
す。また、阪神・淡路大震災や東日本大震災の復興へ
の取組、本市の状況等を踏まえ、実践的かつ効果的な
事前復興対策を進めていきます。

※都市防災の推進（平成23年度）：ワークショップ
の開催（浜須賀地区）１回、復興イメージトレーニン
グの開催１回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

都市防災の推進

 目標

平成25年度

平成26年度

地域危険度調査・支
援策等構築

支援策等試行検証

政策的事業

都市防災推進事業

平成27年度
支援策等の本格運用

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 16,170 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　住環境整備の調査・研究

　平成20年6月に改定した都市マスタープランの見
直しをします。見直しにあたっては、これまでの取り
組んできた事業の内容の検証、市民や関係各課との調
整、協議を踏まえ、社会状況、各計画に合わせたプラ
ンの見直しを行います。

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

都市マス（湘南の
快適環境都市）へ
の貢献度

 目標

平成25年度

平成26年度

改定作業、完了

－

政策的事業

都市マスタープランの見直し

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 7,000 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                   都市部 景観みどり課 
政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３８ 美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 地域特性を生かした景観の形成 

歴史の積み重ねの中で形づくられてきた「地域らしさ（地域特性）」を感じさせる魅力的な景観

を、市民・事業者・行政が一体となって守り、育て、創造していくことで、快適な都市環境を実現

します。 

 

  ２ みどりの保全・再生・創出 

生物多様性のある自然を守り、次世代へ豊かなみどりを継承し、快適な都市と健康で心豊かな生

活を支えるみどりを創造します。 
都市緑地法などの法制度の活用や茅ヶ崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例の見直しなど

により、みどりの保全・再生・創出に努めます。 
市民・事業者・行政の主体的な取り組みと協働による実効性のあるみどり豊かなまちづくりを推

進します。 
計画の実効性を高めていくために、緑のまちづくり基金の充実を図ります。 

 
 
 

本市の景観資源を保全・活用し、市民と協働しながら、本市の地域特性にあった景観を形成します。

また、景観計画やみどりの基本計画前期報告書を受け、各計画の中期、後期についての更新・改訂を

行います。さらに、豊かな自然環境を保全し、次世代に継承するため、特別緑地保全地区に指定した

清水谷の整備や自然環境評価を行います。 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

市域面積にお

ける緑地面積

率 

17.9％ 

（平成 23 年度） 
20.0％ 

 市域の緑地面積を測ります。みどりの保全・再生・創

出を効果的に実施し、緑地面積を増やします。「みどり

の基本計画」策定時から緑地面積率の伸び率を案分し、

緑地面積を年 0.5％程度増加させる数値を目標としま

した。 
※緑地面積率：公園・農園・緑地などの合計面積を市域

面積で除したもの。 

景観資源の指

定件数 
10 件 

（平成 23 年度） 
13 件 

地域のシンボルとして、市民などに親しまれている歴

史的建造物や樹木を景観資源に指定します。景観資源の

維持管理を実施するとともに市民などに広く周知・啓発

活動を行います。毎年１件程度指定することを目標とし

ました。 
※景観資源：景観法に基づき規定する景観重要建造物、

景観重要樹木及び茅ヶ崎市景観条例に基づき指定する

ちがさき景観資源 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：３８ 

美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する 

（景観みどり課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

都市部　景観みどり課

15 件定例・定型的事業 213 百万円政策的事業 16 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）まちづくりセンターの調査研究 政策 102 千円

2 1 （仮称）茅ヶ崎市公共サインガイドラインの策定 政策★ 9,000 千円

3 1 景観計画推進事業 政策★ 6,525 千円

4 1 景観資源の保全 政策 1,600 千円

5 1 特別景観まちづくり地区及び景観重要公共施設指定業務 政策 4,800 千円

6 1 特別景観まちづくり地区景観推進事業 政策 1,848 千円

7 2 みどりの基本計画推進事業 政策★ 7,189 千円

8 2 開発事業に伴う緑化の基準の見直し 政策 ― 千円

9 2 茅ヶ崎の自然しらべ隊隊員(自然環境調査員)養成 政策 240 千円

10 2 茅ヶ崎市緑のまちづくり基金の充実 政策★ 42,000 千円

11 2 茅ヶ崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例の見直し 政策 ― 千円

12 2 市民緑地制度の推進 政策 ― 千円

13 2 自然環境基礎調査業務 政策 2,468 千円

14 2 自然環境評価調書のコア地域における管理保全の推進 政策★ 11,050 千円

15 2 特別緑地保全地区指定の推進 政策★ 3,471 千円

16 2 緑化重点地区指定の緑化促進 政策 ― 千円

17 1 違反屋外広告物除却事業 定例 3,348 千円

18 1 屋外広告物許可等の事務 定例 ― 千円

19 1 景観まちづくり条例に基づく届出等の受理事務 定例 ― 千円

20 1 景観法に基づく届出等の受理事務 定例 ― 千円

21 2 グリーンバンク事業の推進 定例 1,200 千円

22 2 各種協議会等負担金事務 定例 630 千円

23 2 記念樹配布事業 定例 2,400 千円

24 2 森林の管理保全 定例 ― 千円

25 2 生け垣の築造及び保全事業 定例 24,282 千円

26 2 土地利用行為等に伴う緑地の協議 定例 ― 千円

27 2 保存樹林・樹木指定事業 定例 87,708 千円

28 2 緑化まつり事業 定例 1,950 千円

29 2 緑化教室事業 定例 426 千円

30 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

31 - 庁内共通事務 定例 300 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

都市部　景観みどり課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした景観の形成

　本市らしさを表す共通デザイン、設置場所や設置方
法のルール化、ユニバーサルデザインを念頭に置いた
わかりやすいサインについて方針と設置の維持管理の
際の庁内調整のあり方を定め、ガイドラインとしてと
りまとめます。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

（仮称）茅ヶ崎市
公共サインガイド
ラインの策定

 目標

平成25年度

平成26年度

調査・研究

実施委託

政策的事業

（仮称）茅ヶ崎市公共サイン
ガイドラインの策定

平成27年度
策定

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 9,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした景観の形成

　平成24年2月に作成した茅ヶ崎市景観計画前期
（H20～H22）報告書の評価・検証に対応した茅ヶ
崎市景観計画の改訂を行い、同計画に位置付けられた
事業を着実に推進し、地域特性を生かした良好な景観
形成に努めます。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

景観計画の更新

 目標

平成25年度

平成26年度

平成25年７月更新

進行管理

政策的事業

景観計画推進事業

平成27年度
進行管理

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,525 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再生・創出

　平成24年度に取りまとめられた茅ヶ崎市みどりの
基本計画の前期（H21～H23）報告書の評価・検証
に対応した茅ヶ崎市みどりの基本計画の改訂を行い、
同計画に位置付けられた事業を着実に推進し、みどり
の保全・再生・創出に努めます。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

みどりのまちづく
り計画の修正

 目標

平成25年度

平成26年度

計画の更新

進行管理

政策的事業

みどりの基本計画推進事業

平成27年度
進行管理

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 7,189 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再生・創出

　緑のまちづくり基金の充実を図るため、これまでの
取り組みを一層推進するとともに、市民や企業の方々
に出資していただく、ナショナルトラスト的な手法も
研究していきます。
　また、そうした取り組みを広域的に行っている「か
ながわトラストみどり財団」と連携を図りながら、基
金の充実策に取り組みます。

※緑のまちづくり基金の積立額（平成23年度）：
3,463千円

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

緑のまちづくり基
金の積立額

 目標

平成25年度

平成26年度

20,000千円

20,000千円

政策的事業

茅ヶ崎市緑のまちづくり基金
の充実

平成27年度
20,000千円

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 42,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再生・創出

　自然環境評価調査において、特に重要と評価された
市内７か所のコア地域（清水谷、柳谷、行谷、長谷、
赤羽根十三図、平太夫新田、柳島）で保全管理計画の
作成や保全管理活動組織の設置をめざします。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市・民間

 指標

保全管理計画の作
成（累計）

 目標

平成25年度

平成26年度

１地域

１地域

政策的事業

自然環境評価調書のコア地域
における管理保全の推進

平成27年度
１地域

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 11,050 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再生・創出

　北部丘陵４か所（行谷字広町、赤羽根斜面樹林、赤
羽根字十三図、甘沼字長谷）の特別緑地保全地区の指
定の検討を進めます。また、緑地の維持管理手法の検
討を進めます。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

特別緑地保全地区
指定累計箇所数

 目標

平成25年度

平成26年度

１か所

１か所

政策的事業

特別緑地保全地区指定の推進

平成27年度
１か所

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 3,471 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 建築指導課 
政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３９ 安全で秩序ある住環境を形成する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 建築確認・許認可制度の適正な運用 

建築確認・許認可制度を適正に運用することで、安全、防火、衛生面などが良好なまちづくりを

進めます。 
 

  ２ バリアフリー化や福祉のまちづくりの推進 

「バリアフリー新法」や「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」などに基づき、建築物

などのバリアフリー化やユニバーサルデザイン化を図り、だれもが暮らしやすいまちをつくります。 

 

  ３ 住宅・建築物の耐震化 

地震に強いまちづくりを目指し、住宅、建築物の耐震補強や建て替えを促進し、耐震化率の向上

を図ります。 

 
 
 

建築基準法、都市計画法や市条例に基づき、建築確認や許認可制度の適正な運用を行います。 
耐震改修促進計画に基づき、市内の建築物の耐震化を促進します。  
 

 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

特定建築物や

住宅の耐震化

率 

特定建築物 

87.2％ 

（平成 23 年度） 

90.0％ 

 市内の特定建築物及び住宅がどれだけ耐震化されて

いるかを測ります。耐震改修促進計画に基づき、補助金

を交付することにより耐震化を促進し、普及・啓発活動

により、住宅などの耐震化率を向上させます。 
 平成 20 年度に策定した「茅ヶ崎市耐震改修促進計画

（実施計画）」に設定した数値を目標としました。 
※耐震化率：耐震性のある建物の数を建物総数で除した

もの。 
※特定建築物：多数の人が利用する建築物（学校・病院

など）や地震時に通行を確保しなければならない道路沿

いの建築物 

住宅 

71.1％ 

（平成 23 年度） 

90.0％ 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：３９ 

安全で秩序ある住環境を形成する  （建築指導課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３９　安全で秩序ある住環境を形成する

都市部　建築指導課

17 件定例・定型的事業 155 百万円政策的事業 2 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 都市の低炭素化の促進に関する法律に基づく建築物の審査、指導に関する業務 政策 2,538 千円

2 3 耐震改修促進計画事業 政策★ 113,015 千円

3 1 違反建築物に関する業務 定例 180 千円

4 1 各種協議会に係る事務 定例 2,376 千円

5 1 茅ヶ崎市のまちづくりにおける手続及び基準等 定例 ― 千円

6 1 建設リサイクル法に関する業務 定例 ― 千円

7 1 建築確認及び検査に関する業務 定例★ 17,472 千円

8 1 建築基準法令に基づく道路に関する事業 定例 4,473 千円

9 1 建築基準法令等に基づく許可等に関する業務 定例 ― 千円

10 1 建築協定、地区計画に関する業務 定例 ― 千円

11 1 省エネルギー法に関する法律の業務 定例 ― 千円

12 1 長期優良住宅促進法に基づく審査、指導に関する業務 定例 2,538 千円

13 1 優良・良質住宅新築の認定申請に関する業務 定例 ― 千円

14 2 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の業務 定例★ ― 千円

15 3 建築物の耐震改修の促進に関する法律の業務 定例 ― 千円

16 3 建築物の防災に関する業務 定例 600 千円

17 3 震後対策事業 定例 1,545 千円

18 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

19 - 庁内共通事務 定例 9,990 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標３９　安全で秩序ある住環境を形成する

基本理念

政策目標

都市部　建築指導課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　住宅・建築物の耐震化

　災害に強いまちづくりを実現するため、茅ヶ崎市耐
震改修促進計画に基づき、建築物の耐震化率目標
90％達成のための施策などを計画的かつ重点的に推
進します。茅ヶ崎たいあっぷ90推進協議会と協力
し、普及・啓発活動を進めます。

※耐震化率（平成23年度）
　住宅の耐震化率：80.5％
　特定建築物の耐震化率：87.2％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

耐震化率

 目標

平成25年度

平成26年度

84％

87％

政策的事業

耐震改修促進計画事業

平成27年度
90%

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 113,015 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　建築確認・許認可制度の適正な
運用

　建築基準法及び関係省令の趣旨に沿った審査・相
談・指導を行います。また、建築に係る関係部署との
連携を適切に行います。

※申請件数（平成23年度）：1,621件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・民間

 指標

適正処理率(件数)

 目標

平成25年度

平成26年度

100％(1,500件)

100％(1,500件)

定例・定型的事業

建築確認及び検査に関する業
務

平成27年度
100％(1,500件)

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 17,472 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　バリアフリー化や福祉のまちづ
くりの推進

　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律の趣旨に基づいた指導・相談を行います。関連部
局等と連携し、関連する情報を市民や事業者に継続的
に周知します。

※認定件数／協議件数（平成23年度）：１件／46件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

適正処理率
(認定件数／協議件
数）

 目標

平成25年度

平成26年度

100％(1件／30
件)

100％(1件／30
件)

定例・定型的事業

高齢者、障害者等の移動等の
円滑化の促進に関する法律の
業務

平成27年度
100％(1件／30

件)

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 開発審査課 
政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標４０ 開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  １ 無秩序な市街化の抑制 

無秩序な市街化を防ぎ、良好な都市環境の形成に資する土地利用を促進するため、宅地開発など

にあたって、一定の基準に沿った指導を行います。 

 

  ２ 開発・建築の許可制度などの適正な運用 

都市計画法に基づく開発許可や建築許可、「茅ヶ崎市のまちづくりにおける手続及び基準等に関

する条例」など、各制度の適正な運用を図ります。 

 
 
 
 

無秩序な市街化を防ぎ、住民に健康で文化的な居住性の高い生活環境を保障するため、法令や条例

など一定の基準に従って、土地利用を規制・誘導を行います。また、まちづくり条例や都市計画法に

基づき開発事業者等へ厳正に指導します。  

 

 

 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

開発許可事務

及び特定開発

事業確定事務

の処理期間 

27 日 

（平均値） 

（平成 23 年度） 

25 日 

 開発許可及び特定開発事業確定事務の処理日数を測

ります。適正な審査を行うとともに、事務の迅速化を図

り、平成 27 年度までに２日短縮することを目標としま

した。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４０ 

開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する  （開発審査課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標４０　開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する

都市部　開発審査課

24 件定例・定型的事業 2 百万円政策的事業 ―  件 

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 違反建築物に対する未然防止及びその対策 定例 ― 千円

2 1 各種申請手続に先行する窓口業務 定例 ― 千円

3 1 優良宅地の認定 定例 ― 千円

4 2 ホテル等建築審議会に関すること 定例 903 千円

5 2 まちづくり条例に係る工事完了検査 定例 ― 千円

6 2 まちづくり条例に係る指導及び特定開発事業の締結 定例★ ― 千円

7 2 まちづくり条例第10条協議の締結 定例 ― 千円

8 2 ラブホテル規制条例の届出に係る審査及び判定 定例 ― 千円

9 2 ラブホテル規制条例の届出に係る立入調査、勧告及び是正命令 定例 ― 千円

10 2 違反開発事業主に対する勧告、命令及び公表 定例 ― 千円

11 2 市街化調整区域における既存建築物の用途変更許可 定例 ― 千円

12 2 市街化調整区域内における建築許可 定例 ― 千円

13 2 住宅地造成事業における工事完了検査 定例 ― 千円

14 2 住宅地造成事業区域内における建築物の建築の認可 定例 ― 千円

15 2 住宅地造成事業区域内の計画等の変更の認可 定例 ― 千円

16 2 地方税法に基づく計画的な宅地化等の認定 定例 ― 千円

17 2 都市計画法第２９条における開発許可 定例★ 198 千円

18 2 法第３２条協議の締結 定例 ― 千円

19 2 法第３５条の２における変更許可 定例 ― 千円

20 2 法第３６条における工事完了検査 定例 ― 千円

21 2 法第３７条における建築制限解除 定例 ― 千円

22 2 法第４５条における地位の承継 定例 ― 千円

23 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

24 - 庁内共通事務 定例 1,377 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

施策目標４０　開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する

基本理念

政策目標

都市部　開発審査課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　開発・建築の許可制度などの適
正な運用

　確認申請を受理し、申請に係る書類・図面などの内
容が、確認の基準に適合しているか否か審査し適否を
決定するとともに確認済証を交付します。

※件数（平成23年度）：76件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

件数

 目標

平成25年度

平成26年度

100件

100件

定例・定型的事業

まちづくり条例に係る指導及
び特定開発事業の締結

平成27年度
100件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　開発・建築の許可制度などの適
正な運用

　申請を受理し、許可申請に係る書類・図面などの内
容が、許可基準に適合しているか否か審査し、管理者
に書類を送付するとともに、公共施設の適否を決定し
ます。

※許可件数（平成23年度）：60件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

許可件数

 目標

平成25年度

平成26年度

74件

74件

定例・定型的事業

都市計画法第２９条における
開発許可

平成27年度
74件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 198 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標11 だれもが快適に過ごせるまち 

 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 道路情報管理システムが構築され、道水路敷が効率的に管理・利用されている 

◇ 道路・橋りょうの整備により、渋滞の緩和効果があらわれている 

◇ 生活道路の整備などにより、狭あい道路の多いエリアが縮小している 

◇ 公園・緑地が市民の憩いや交流の場として、親しみを持って利用されている 

◇ 公共建築物の耐震化が進み、安心して利用し、住み続けることができる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 39 2,784百万円

定例・定型的事業 65 2,419百万円

職員給与費                       1,662百万円

一般会計概算事業費合計                      6,865百万円

 

政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

道水路敷を適正に管理し、不用な道水路については有効活用を

図り財源を確保します。 

公園・緑地等管理運営については、公園愛護会制度を新設し、

地域と連携した協働による公園管理の拡充を図るとともに、ちが

さき公園マップ作成時の広告掲載による自主財源の確保を図りま

す。 

市営住宅使用料については、戸別訪問や納付相談などのきめ細

かい対応・折衝による滞納整理を行うことにより、徴収率の向上

を図ります。 

 

だれもが快適に過ごせるまち 
（建設部） 

 目指すべき将来像 

土木・基盤

政策目標 

１１ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 都市計画道路は、都市の機能を支える重要な都市施設ですが、近隣市に比べて整備率（５５．

７％平成２３年度）が低い状況であり、交通の円滑化や歩行者の安全性の向上のため、国・県が

事業主体として２路線（1,620ｍ）、市が事業主体である２路線のうち東海岸寒川線（高田地区 340

ｍ）が完了し整備率 58.2％となりました。さらに安全な生活環境を確保するため、歩道整備や狭

あい道路の整備を進めます。 

 都市公園の市民１人当たりの面積は、２．６５㎡/人と県内市平均４．８４㎡/人に比べて低い

水準であり、新たな公園・緑地などの整備により、面積の向上を図ります。 

 老朽化した公共建築物の耐震化や橋りょうの耐震補強を促進して安全性を向上することによ

り、快適に過ごせるまちづくりを目指します。このうち、橋りょうの耐震補強事業は本計画期間

内の完了を目指します。 

都市計画道路は、都市の機能を支える重要な都市施設です。交通の円滑化や歩行者の安全性の

向上のため、国・県の事業２路線と市の事業１路線の整備で、整備率が 58.2％となりましたが、

近隣市に比べ未だ低い状況です。そこで安全な生活環境を確保するため、平成 23 年３月に策定し

た道路整備プログラムに基づき計画的な道路整備を進めていきます。 

また、現在策定している幹線道路維持保全計画を完了させ、その計画に基づく修繕や補修、歩

道のネットワーク化、踏切改善等の事業を進めるとともに、狭あい道路整備や本計画期間内に残

りの６橋の耐震補強等の事業を進め、平成 24 年度に策定する橋りょう等長寿命化計画にも反映さ

せ、安全で快適に過ごせるまちづくりを目指します。 

都市公園の市民１人当たりの面積は、2.65 ㎡/人と県内平均 4.84 ㎡/人より低く、借地公園な

どの整備により面積の向上を図ります。また、柳島キャンプ場の管理運営方法を確立し、平成 26

年４月の本格オープン後は、収益性も考慮し利用者数の増加を図ります。 

市営住宅は、平成 22 年３月に策定した茅ヶ崎市営住宅等長寿命化計画に基づき計画的な修繕・

改善事業を実施します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 建設総務課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４１ 道水路敷の効率的な管理・利用を進める 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 法令に基づく市道の管理 

法令に基づき、市道を管理するため、市道の認定と廃止、区域の決定や供用の開始などを

行います。 

 

  ２ 道水路敷の有効利用 

行政財産である道水路敷の有効利用を図るため、積極的に用途廃止、交換、払い下げ業務

を行います。あわせて、道路敷の寄付採納と道水路敷の付け替えを行います。 

 

  ３ 道水路敷の境界確定や電子データ化による管理 

 道水路敷を管理するため、境界確定業務を推進するとともに、境界確定図交付事務の簡素

化と迅速化を図るため、電子データ化による道路情報管理システムの運用を推進します。 
 
 
 
 
 

行政財産である道水路敷の有効活用を図るため、積極的に道水路敷の付け替え、交換、払い下

げ業務を行います。また、地震や津波等の自然災害が発生した際に、境界石の亡失や移動が生じ

ると考えられることから、道路情報管理システムを効果的に活用することにより、市民の貴重な

財産である不動産や道路を迅速に復旧できるような環境整備に取り組みます。 
 
 
 
 

 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

道水路敷の境

界確定や電子

データ化によ

る管理 

認定道路延長

（655.642 ㎞） 

（平成 23 年度） 
その他認定外

道路及び水路

延長が確定で

きていない。 

（100％） 

公図ベースに

おいて、現在認

定外の道路・水

路の総延長が、

確定できてい

る。 

（100％） 

 市内全域の道路は、認定道路（655.642 ㎞）と認定外

道路が存在していますが、未確定箇所もあるため、道路

としての総延長は不明となっています。 

道路情報管理システムを活用することにより、市内道

路の総延長について、公図ベースで毎年 33.3％確定す

ることを目標としました。 

公共基準点の

設置点数 
1,250 点 

（平成 23 年度） 
1,270 点 

基準点の存在しない空白地域を解消するため、計画的

に 340 点の増設を行います。これにより、世界測地系で

の座標管理を行い、災害時における境界復元、復興、復

旧計画に迅速に対応するものです。 

適正な配置計画である約 1,600 点に向け、３か年で２

級基準点 20 点を設置します。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４１ 

道水路敷の効率的な管理・利用を進める  （建設総務課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４１　道水路敷の効率的な管理・利用を進める

建設部　建設総務課

15 件定例・定型的事業 318 百万円政策的事業 3 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 3 4級基準点測量取付業務 政策★ 57,500 千円

2 3 公共基準点の市内全域整備計画事業 政策 5,000 千円

3 3 地籍調査事業 政策 1,900 千円

4 1 開発事前協議及び編入同意 定例 ― 千円

5 1 国有財産の譲与申請 定例 ― 千円

6 1 神奈川県都市土木行政連絡協議会 定例 45 千円

7 1 道路の区域変更及び供用開始 定例 ― 千円

8 1 道路の認定及び廃止 定例 ― 千円

9 1 道路台帳の補正 定例 27,234 千円

10 2 水路等の廃止 定例 ― 千円

11 2 道路の寄附、道水路交換、付替え及び払下げ 定例 852 千円

12 3 境界確定等実務担当者連絡協議会 定例 15 千円

13 3 公共基準点の設置及び管理 定例★ 50,457 千円

14 3 道水路の境界確定及び境界確定図等の交付 定例★ 174,585 千円

15 - 建設部門間の全般業務の調整 定例 ― 千円

16 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

17 - 庁内共通事務 定例 486 千円

18 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４１　道水路敷の効率的な管理・利用を進める

基本理念

政策目標

建設部　建設総務課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　道水路敷の境界確定や電子デー
タ化による管理

　測量法及び不動産登記法の改正により、境界確定業
務も世界測地系座標で行うことになりました。これに
より、境界確定箇所近傍の３級以上の公共基準点に接
合した４級基準点を設置する必要が生じています。３
級基準点は、概ね200ｍの間隔で設置されています
が、この間に４級基準点を概ね50ｍ間隔で年間約
500点設置し、精度管理したうえで設置した基準点
により境界を観測する作業を実施します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

①4級基準点測量取
付業務
②システム再構
築・改修

 目標

平成25年度

平成26年度

①年間250現場
②実施年

①年間250現場

政策的事業

4級基準点測量取付業務

平成27年度
①年間250現場

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 57,500 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　道水路敷の境界確定や電子デー
タ化による管理

　基準点の存在しない空白区域解消のため、優先順位
を決定し、計画的に基準点の増点を行います。また、
設置済みの基準点についての保全措置を講じます。

※成果品の納入期限（平成23年度）：平成24年２月
　基準点・測量成果使用承認決定書（平成23年
度）：交付件数　254件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

①成果品の納入期
限②基準点・測量
成果使用承認決定
書交付件数

 目標

平成25年度

平成26年度

①３月
②年250件

①３月
②年250件

定例・定型的事業

公共基準点の設置及び管理

平成27年度
①３月

②年250件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 50,457 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　道水路敷の境界確定や電子デー
タ化による管理

　未確定道水路の境界確定、確定済み道水路の復元測
量及び境界確定図・確定証明書・道路幅員証明書の交
付を行います。

※道水路の境界確定件数（平成23年度）：30件
　境界確定図・確定証明・道路幅員証明書の交付（平
成23年度）：10,218件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

①境界確定②復元
測量③境界確定図
等の交付

 目標

平成25年度

平成26年度

①40件
②600件

①40件
②600件

定例・定型的事業

道水路の境界確定及び境界確
定図等の交付

平成27年度
①40件

②600件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 174,585 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路建設課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４２ 交通を円滑に処理する道路網を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 幹線道路・環状道路の整備 

都市機能を支える都市計画道路を主とした幹線道路、環状道路の整備により通過交通車両

を抑制し、地域間の移動の利便性の向上と歩行空間・自転車走行空間の確保に努め、交通の

円滑化により、安全な道づくりを進めます。また、災害時における緊急活動の円滑化や避難

路の確保、景観や環境に配慮した道路づくりを進めます。 

 
 
 
 

都市計画道路や幹線市道の整備を継続して実施し、交通の円滑化を図り安全な道づくりを進めます。 

   香川甘沼線の第Ⅰ期工区（延長 180ｍ）は平成 25 年度末までに整備が完了します。 

   新規事業としては、市道 0107 号線（桜道）のバリアフリー化事業と合わせ、東海岸寒川線の幸町

交差点改良事業や赤羽根通りの未整備区間の改良事業に取り組みます。また、寺尾橋橋りょう整備事

業は 25 年度末までに橋りょう及び取付道路の整備を完了します。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

都市計画道路

の整備率 
55.7％ 

（平成 23 年度） 58.2％ 

 都市計画道路 27 路線のうち、現在整備中の主要幹線

を整備し、安全で円滑に移動ができる骨格的な道路網の

整備進捗率を測ります。 

 市の事業として、新国道線及び東海岸寒川線の２路線

のうち、東海岸寒川線の高田地区延長 340m が平成 24

年度に完了したことに加え、平成 26 年度に国・県の事

業として、さがみ縦貫道路及び藤沢大磯線の２路線の合

計延長 1,620ｍが完了予定です。このことにより、目標

値を 58.2％としました。 

幹線市道の計

画事業費に対

する進捗率 

21.7% 

（平成 23 年度） 
 33.9％ 

平成 23 年度に策定した「茅ヶ崎市道路整備プログラ

ム」に位置付けた幹線市道の第１期整備区間事業につい

て計画事業費に対する執行事業費の割合により、進捗率

を測ります。 
現在、事業中の路線（香川甘沼線）を対象に事業の進

捗率を測ります。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４２ 

交通を円滑に処理する道路網を整備する  （道路建設課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４２　交通を円滑に処理する道路網を整備する

建設部　道路建設課

8 件定例・定型的事業 966 百万円政策的事業 10 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 幹線道路維持保全計画策定事業 政策 24,000 千円◆国の緊急経済対策対象事業

2 1 行谷芹沢線道路改良事業 政策 33,999 千円

3 1 香川甘沼線道路改良事業 政策★ 176,245 千円

4 1 高田萩園線道路改良事業 政策 10,399 千円

5 1 市道０１０９号線（鶴嶺通り）歩道整備事業 政策★ 214,971 千円

6 1 市道０１１０号線（大岡越前通り）歩道整備事業 政策 46,825 千円

7 1 寺尾橋橋りょう整備事業 政策★ 169,182 千円

8 1 上赤羽根堤線道路改良事業 政策★ 75,849 千円

9 1 新国道線街路整備事業 政策★ 134,462 千円

10 1 東海岸寒川線街路整備事業 政策★ 54,516 千円

11 1 開発事業事前協議の意見提出事務 定例 ― 千円

12 1 街路事業用地維持管理業務 定例 9,834 千円

13 1 国・県からの道路事業費等の調査事務 定例 ― 千円

14 1 国・県補助金交付申請書等の作成事務 定例 ― 千円

15 1 都市計画法第53条申請に対する意見提出事務 定例 ― 千円

16 1 道路事業用地維持管理業務 定例 15,693 千円

17 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

18 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４２　交通を円滑に処理する道路網を整備する

基本理念

政策目標

建設部　道路建設課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　第Ⅰ期工区としてボトルネック区間である香川一丁
目18番地先から東側（延長180m）は、平成25年
度末までに供用を開始します。
  （平成23年度末のボトルネック区間の用地買収率
は88.6％です。）
　第Ⅱ期工区（延長60ｍ）の用地買収を行います。
　西工区（延長400ｍ）の測量、詳細設計及び用地
測量を行います。
※事業の進捗状況（平成23年度）：第１工区用地買
収率88.6％
　

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

Ⅰ工区 工事完了
西工区 路線測量完

【西工区】詳細設計
完了

政策的事業

香川甘沼線道路改良事業

平成27年度
【西工区】用地測量

完了

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 176,245 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　新鶴嶺橋から古川バス停付近までの区間（延長
670ｍ）の用地買収に着手します。
　河川管理者と協議し、新鶴嶺橋の人道橋工事を行い
ます。

※事業の進捗状況（平成23年度）：道路詳細設計

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

用地買収率14.7％
人道橋詳細設計完了

用地買収率16.6％
人道橋工事完了

政策的事業

市道０１０９号線（鶴嶺通
り）歩道整備事業

平成27年度
用地買収率22.0％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 214,971 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　県の小出川河川改修事業に合わせて、寒川町、茅ヶ
崎市により寺尾橋橋りょうの架け替え及び取り付け道
路の整備を実施します。
　平成25年度末までに橋りょう及び取付道路の整備
を完了します。

※事業の進捗状況（平成23年度）：上部工制作・橋
台築造工

事業実施年度 □

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

工事完了

―

政策的事業

寺尾橋橋りょう整備事業

平成27年度
―

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 169,182 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４２　交通を円滑に処理する道路網を整備する

基本理念

政策目標

建設部　道路建設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　大型車の通行の多い、新湘南バイパス側道から赤羽
根中学校間における未整備区間の通学や歩行者の安全
性の向上を図るため、用地測量を実施し用地買収に着
手します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

用地測量完了

用地買収率
5.5%

政策的事業

上赤羽根堤線道路改良事業

平成27年度
用地買収率

9.8%

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 75,849 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　都市計画道路東海岸寒川線から茅ヶ崎中央通りまで
の延長922ｍの事業認可区間の用地買収を進めま
す。

※事業の進捗状況（平成23年度）：用地買収
　84.4％　

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

用地買収率
86.8％

用地買収率
86.9％

政策的事業

新国道線街路整備事業

平成27年度
用地買収率

88.8％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 134,462 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路の整備

　高田五丁目地内から円蔵一丁目地内の340ｍ及び
前後の暫定区間を含む総延長590ｍの街路整備が完
了しました。第２次実施計画では、交差する市道
0107号線（桜道）のバリアフリー化事業と合わせ、
幸町交差点を改良し歩行者・自転車の安全性の向上を
図るため、測量、詳細設計および用地買収に着手しま
す。　

※事業の進捗状況（平成23年度）：整備率　56.4％

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

道路詳細設計完了
(幸町）

用地測量完了
（幸町）

政策的事業

東海岸寒川線街路整備事業

平成27年度
用地買収率

6％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 54,516 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路管理課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４３ 身近な生活道路を安全で快適にする 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 生活道路の整備 

安全で快適な生活環境を確保するため、狭あい道路などの整備や舗装修繕を積極的に行い、

生活道路の整備を推進します。 
 

  ２ 道路排水施設などの整備 

 集中豪雨対策として、道路冠水発生箇所については、状況に応じた道路排水施設の整備を

行います。また、迅速な交通誘導と通行の制限により、道路の安全な通行の確保を推進しま

す。 
 

  ３ だれもが利用しやすい道路空間の確保 

道路の無電柱化やバリアフリー化を推進することにより、だれもが利用しやすい道路空間

を確保し、交通事故の減少を図ります。 
 
 
 
 
 
 

狭あい道路などの整備や歩道のバリアフリー化を継続して実施し、生活道路の安全性の向上を確保

します。また、橋りょうの耐震補強等整備事業については、６橋の耐震補強工事や長寿命化修繕工事

を実施し、市内主要 14 橋の事業完了を目指します。   

 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

狭あい道路の

整備延長率 
18.2％ 

（平成 23 年度） 
19.6％ 

生活道路が安全で快適な生活環境を確保するため、建

築確認や自主後退後の道路用地を取得して整備を行い

ます。現在の申請件数である 300 件が毎年継続すると想

定して、整備することを目標としました。 

※狭あい道路整備事業：昭和 61 年度から「狭あい道路

整備事業」として、狭あいな道路に接する敷地において、

家屋の建築等を行う場合、また、自主的に後退する場合

に、土地所有者からの申請に基づき実施している事業で

す。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４３ 

身近な生活道路を安全で快適にする  （道路管理課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路管理課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４３ 身近な生活道路を安全で快適にする 
 

 

 
 
 
 

橋りょう耐震

補強等整備橋

りょう数 

5/14 橋 
（平成 23 年度） 

 

14/14 橋 

 

 阪神淡路大震災以降橋りょうの構造指針が改正され、

それ以前に築造された橋りょうの耐震補強を図るとと

もに長寿命化も図ります。 

 耐震補強工事の進ちょく状況は、平成 20・21 年度は

茅ヶ崎ツインウエイヴ、22 年度は梅田橋・千ノ川橋、

23 年度は新鶴嶺橋・ふれあい橋を実施しました。 

 27年度までに市内14箇所の耐震補強工事や長寿命化

修繕工事の実施を目標としました。 

市道 0107 号線

（桜道）の歩道

整備延長 

325/620ｍ 
（平成 23 年度） 

620/620ｍ 

 平成 21 年度茅ヶ崎駅南口から幸町交差点までの整備

完了を受け、幸町交差点から西側区間延長 620ｍの歩道

のバリアフリー化を図ります。23 年度より工事着手し、

24 年度末で 470ｍが完了する予定であり、25 年度末の

整備完了を目標としました。 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４３　身近な生活道路を安全で快適にする

建設部　道路管理課

13 件定例・定型的事業 2,395 百万円政策的事業 11 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 幹線道路舗装修繕事業 政策 106,000 千円

2 1 橋りょう耐震補強等整備事業 政策★ 80,000 千円◆国の緊急経済対策対象事業

3 1 狭あい道路整備事業 政策★ 960,185 千円

4 1 市道４２００・４２０１号線（大山街道）整備事業 政策 ― 千円

5 1 市道７２６３号線道路整備事業 政策 ― 千円

6 1 市道等舗装事業 政策 42,430 千円

7 1 土木施設災害復旧事業 政策 9,000 千円

8 3 駅周辺道路施設等更新事業 政策★ 56,462 千円

9 3 茅ヶ崎駅南口駅前広場改修事業 政策 7,000 千円

10 3 市道０１０７号線（桜道）道路整備事業 政策★ 53,100 千円

11 3 市道０２１０号線（梅田通り）道路整備事業 政策 29,380 千円

12 1 駅周辺及び道路施設等の維持管理 定例 209,055 千円

13 1 受託土木工事の設計、施工及び監督 定例 ― 千円

14 1 側溝浚渫事業 定例 49,608 千円

15 1 道路の管理 定例 62,322 千円

16 1 道路の占用、掘削等の許可に関すること 定例 ― 千円

17 1 道路の占用料等の徴収に関すること 定例 ― 千円

18 1 道路安全施設設置事業 定例 217,188 千円

19 1 道路小規模修繕事業 定例 43,500 千円

20 1 道路整備事業 定例★ 161,742 千円

21 1 道路舗装修繕事業 定例★ 239,224 千円

22 1 道路舗装損傷復旧事業 定例 69,000 千円

23 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

24 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４３　身近な生活道路を安全で快適にする

基本理念

政策目標

建設部　道路管理課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　平成27年度までに市内14橋の耐震補強工事や長寿
命化修繕工事を実施します。
　
　H25年度　宮ノ下橋・萩園橋・中島橋
　H26年度　湘東橋・中原橋・古相模橋

※橋りょう数（平成23年度末累計）：５/14橋

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

橋りょう数（全14
橋）

 目標

平成25年度

平成26年度

11/14橋

14/14橋

政策的事業

橋りょう耐震補強等整備事業

平成27年度
－

□□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 80,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　建築確認申請等による事業が主な取り組みになって
おり、多くの進ちょくが見込めないことから、周知、
啓発を図り、市民の協力を得ながら、後退用地の測
量、分筆、所有権移転、整備及び工作物の補償を実施
します。

※整備延長率（平成23年度）：18.20％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

整備延長率

 目標

平成25年度

平成26年度

18.55％

19.22％

政策的事業

狭あい道路整備事業

平成27年度
19.60％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 960,185 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやすい道路空間
の確保

　駅自由通路、ペデストリアンデッキ、国道１号地下
横断歩道のエスカレーター（以下：ES）・エレベー
ター（以下：EV）等の修繕及び改修を行います。

 H25年度 駅自由通路（南側）EV制御改修修繕 １基
 H26年度 ペデストリアンデッキEVB号機・C号機手
摺交換 ２基
 H26年度 駅自由通路のES手摺交換 ３基
 H27年度 ペデストリアンデッキEV修繕 ５基
    　　     国道１号地下道横断歩道エEV修繕 ４基

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

エレベーター・エ
スカレーターの修
繕状況

 目標

平成25年度

平成26年度

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　１/10基
ｴｽｶﾚｰﾀｰ　0/５基

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　1/10基
ｴｽｶﾚｰﾀｰ　5/5基

政策的事業

駅周辺道路施設等更新事業

平成27年度
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ　10/10基

ｴｽｶﾚｰﾀｰ　5/5基

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 56,462 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４３　身近な生活道路を安全で快適にする

基本理念

政策目標

建設部　道路管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやすい道路空間
の確保

　平成25年度までに桜道・幸町交差点から若松町交
差点までの区間（Ｌ＝620ｍ）のバリアフリー化工
事を完了します。

※工事延長（平成23年度末累計）：325/620ｍ

事業実施年度 □

継続

事業主体 市

 指標

工事延長

 目標

平成25年度

平成26年度

工事延長　L＝200
ｍ

－

政策的事業

市道０１０７号線（桜道）道
路整備事業

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 53,100 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　車道や歩道の整備を行うための道路設計、測量、用
地買収など、道路利用者の安全・安心の確保のため、
道路整備工事を行います。

※道路整備面積（平成23年度）：5,262㎡

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

道路整備面積

 目標

平成25年度

平成26年度

4,000㎡

4,000㎡

定例・定型的事業

道路整備事業

平成27年度
4,000㎡

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 161,742 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　舗装の老朽化に伴い事故、振動、水溜まりなどが生
じていることから、道路利用者の安全・安心の確保の
ため、道路歩道修繕工事を行います。
　また、歩道の切下げ部の改良・歩道道の段差解消・
視覚障害者誘導ブロックの設置工事を行います。

※舗装修繕整備面積（平成23年度）：30,634㎡

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

舗装修繕整備面積

 目標

平成25年度

平成26年度

11,600㎡

11,600㎡

定例・定型的事業

道路舗装修繕事業

平成27年度
11,600㎡

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 239,224 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 公園緑地課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４４ 公園・緑地を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ レクリエーション拠点の整備 

海岸や里山などの豊かな自然・景観を生かしたレクリエーション拠点となる公園・緑地を

整備します。 
 

  ２ 既存の公園・緑地の再生整備 

身近な公園・緑地の整備に加えて、既存の公園を対象として、地域住民のニーズに対応し

た再生整備を推進します。 
 

  ３ 協働による既存公園・緑地の管理運営 

既存の公園・緑地に関しては、地域住民が愛着を持ち、親しみのあるみどりを増やしてい

くために協働による管理運営を目指します。 

 
 
 
 

公園・緑地の整備を継続して実施し、市民１人あたりの都市公園面積の向上に努めるとともに、既

存公園等の改修整備を進め、利用者の安全確保を図ります。また、新たな取り組みとして、地域と連

携した協働による公園の運営管理を目指します。さらに神奈川県から移譲を受けた柳島キャンプ場の

本格オープンに向け、管理運営方法の検証を進めます。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

市民１人当た

りの都市公園

面積 
 

2.71 ㎡/人 

（平成 23 年度） 
3.55 ㎡/人 

 安全・安心で快適なくらしを支える公園・緑地の整備

が効果的に実施できているかを測ります。 

 平成 21 年度に策定した「みどりの基本計画」に基づ

き、整備を予定している公園・緑地や提供公園など、

0.37％（8.9ha）増加させ、市民１人当たりの都市公園

面積を 3.55 ㎡/人とすることを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４４ 

公園・緑地を整備する  （公園緑地課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４４　公園・緑地を整備する

建設部　公園緑地課

11 件定例・定型的事業 927 百万円政策的事業 7 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）南湖四丁目、中海岸三丁目地内外公園整備事業 政策★ 23,305 千円

2 1 柳島キャンプ場管理運営事業 政策★ 68,502 千円

3 1 柳島キャンプ場周知啓発事業（協働推進事業・市民提案型） 政策 262 千円

4 2 既存公園等改修整備事業 政策★ 22,800 千円

5 2 市営水泳プール施設改修事業 政策★ 190,000 千円

6 2 市民の森再整備事業 政策 35,056 千円

7 3 公園愛護会制度 政策★ 660 千円

8 1 市営水泳プール管理運営事業 定例 123,767 千円

9 1 茶室・書院管理運営事業 定例 16,653 千円

10 1 氷室椿庭園管理運営事業 定例 18,264 千円

11 2 街路樹剪定等植樹地整備事業 定例 80,799 千円

12 2 公園・緑地等管理運営事業 定例 274,422 千円

13 2 樹木センター管理運営事業 定例 3,327 千円

14 2 病害虫防除事業 定例 7,101 千円

15 2 北部地区緑地維持管理事業 定例★ 61,272 千円

16 3 みどりの里親制度 定例 513 千円

17 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

18 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４４　公園・緑地を整備する

基本理念

政策目標

建設部　公園緑地課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　レクリエーション拠点の整備

　茅ヶ崎海岸グランドプランに基づき、神奈川県より
購入予定のD地区における公園予定地の用地買換え及
び公園整備を行います。
　公園、緑地等の整備について検討するほか、開発事
業に伴う提供公園について、事業者との協議及び地元
調整を図っていきます。

※市民1人当たり都市公園面積（平成23年度）：
2.71㎡/人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

市民１人当たり
都市公園面積

 目標

平成25年度

平成26年度

3.01㎡／人

3.12㎡／人

政策的事業

（仮称）南湖四丁目、中海岸
三丁目地内外公園整備事業

平成27年度
3.55㎡／人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 23,305 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　レクリエーション拠点の整備

　平成26年４月の本格オープンに向け、キャンプ場
内の施設、設備、備品の整備を行うとともに、人員体
制や日常業務のあり方等、管理運営方法を検証しま
す。
　海岸に近く、自然とふれあい体験学習するととも
に、レクリエーション活動を楽しむことができる立地
なども活かし、利用者の拡大を図ります。
　地域の自然環境を保全しつつ、地元活性化にもつな
がる管理運営を目指します。
　キャンプ場を維持していくため、管理費の負担を軽
減できるよう、収益性も考慮する必要があります。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

年間利用者数

 目標

平成25年度

平成26年度

13,000人

13,100人

政策的事業

柳島キャンプ場管理運営事業

平成27年度
13,200人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 68,502 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の再生整備

　老朽化した公園、緑地等施設全般の改修及び更新を
行います。
　概ね５年に１度の専門的点検結果に基づく遊具の更
新を実施します。
　また、さがみ縦貫道路建設工事に伴い閉鎖中の高架
下公園について、工事完了に合わせて地元との調整を
図りつつ、復旧整備のための設計を行います。

※改修箇所数（平成23年度）：７か所

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

改修箇所数

 目標

平成25年度

平成26年度

３か所

５か所

政策的事業

既存公園等改修整備事業

平成27年度
５か所

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 22,800 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４４　公園・緑地を整備する

基本理念

政策目標

建設部　公園緑地課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の再生整備

　浜須賀プールについて、平成24年度に実施した設
計に基づき、老朽化した管理棟の建替え及びプール施
設の改修を行います。
　施設の適切な維持管理に努め、施設の充実と利用者
の安全確保を図ります。

　

事業実施年度 □

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

プール槽整備改修完
了（浜須賀）

―

政策的事業

市営水泳プール施設改修事業

平成27年度
―

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成25～27年度の事業費 190,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　協働による既存公園・緑地の管
理運営

　既存の「緑の里親ボランティア」との整合を図りつ
つ、愛護会制度を設け、地元自治会等と連携した協働
による公園管理を目指します。
　愛護会制度を設けるに当たり、他市の例を参考とし
て報奨金等を検討し、管理の継続性を図ります。
　既存の制度について、状況を見極めながら愛護会制
度への取り込みを模索していきます。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

活動箇所数

 目標

平成25年度

平成26年度

０箇所

10か所

政策的事業

公園愛護会制度

平成27年度
12か所

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 660 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の再生整備

　関連団体と連携しながら、森の活用や緑地の保全活
動を継続させていきます。
　緑地の適正な管理により、利用者の安全確保を図り
ます。
　自然を活用したイベントなどを通じ、緑化の普及と
保全の必要性を広く市民に周知します。

※緑地借地件数（平成23年度）：23件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

緑地借地件数

 目標

平成25年度

平成26年度

34件

34件

定例・定型的事業

北部地区緑地維持管理事業

平成27年度
34件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 61,272 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                      建設部 建築課 
政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４５ 安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 公共建築物の整備 

安全で環境に配慮した快適なだれにもやさしい施設づくりを進めます。 

 

  ２ 既存住宅ストックの有効活用 

市営住宅は、半数以上が築後 30 年以上を経過しており老朽化が顕著になっていることか

ら、的確な整備・保全を行い、既存住宅ストックの有効活用を図ります。 
 

  ３ 住宅セーフティネットの機能向上 

多様化する住宅困窮者を支援するため、市営住宅における暮らしやすい環境などの整備を

進めます。 

 
 
 
 

「茅ヶ崎市営住宅ストック総合活用計画」に基づき、住宅困窮者への支援や暮らしやすい環境整備

を進めるため、借上型市営住宅の供給を行います。また、「茅ヶ崎市営住宅等長寿命化計画」に基づ

き、効果的・効率的な修繕や改善事業などに取り組むとともに、適正な設計、施工監理を行います。 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

公共建築物の

耐震改修工事

等の未実施棟

数 

５棟 

（平成 23 年度） 
４棟 

 昭和 56 年以前の旧耐震基準で建設された耐震性の不

足した 10 棟の公共建築物（教育施設以外）について、

平成 17 年度までに５棟の耐震改修工事を行いました。

未実施５施設のうち、耐震改修促進計画に基づき、浜

須賀プール管理棟１棟の建て替えを実施することを目

標としました。 

 
高齢者・障害者

に配慮した良

質な住宅の供

給戸数 
 
 

 

142 戸 

（平成 23 年度） 

228 戸 

 高齢者・障害者などに配慮した良質な市営住宅の供

給・改善が進んでいるかを測ります。 

 借上型市営住宅の整備、平成 21 年度に策定した「茅

ヶ崎市営住宅等長寿命化計画」に基づく住戸改善事業や

「公共施設整備・再編計画」に基づく建替事業による市

営住宅供給戸数を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４５ 

安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる  （建築課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４５　安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる

建設部　建築課

18 件定例・定型的事業 597 百万円政策的事業 8 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 家賃の賦課・徴収（新設借上型市営住宅） 政策 12 千円

2 1 市営住宅の管理（新設借上型市営住宅） 政策 68 千円

3 1 市営住宅の整備（市営住宅の建替） 政策★ ― 千円

4 1 市営住宅の整備（借上型市営住宅） 政策 ― 千円

5 1 市営住宅の補修（新設借上型市営住宅） 政策 600 千円

6 1 借上型市営住宅の整備（新規借上賃料） 政策 90,741 千円

7 1 退去に伴う明渡し（新設借上型市営住宅） 政策 246 千円

8 - 課内事務支援事業 政策 5,307 千円

9 1 家賃の賦課・徴収 定例 162 千円

10 1 建設・修繕工事の監理・監督 定例 ― 千円

11 1 建設・修繕工事の設計図書の作成 定例 8,348 千円

12 1 建設・修繕工事の予算見積 定例 ― 千円

13 1 市営住宅の維持管理 定例★ 76,000 千円

14 1 市営住宅の管理 定例 10,899 千円

15 1 市営住宅の補修 定例 12,674 千円

16 1 市営住宅入居者の各種申請届出処理 定例 ― 千円

17 1 市営住宅入居者募集 定例 ― 千円

18 1 借上型市営住宅の整備（借上賃料） 定例★ 344,430 千円

19 1 神奈川県官公庁営繕協議会 定例 ― 千円

20 1 退去に伴う明渡し 定例 43,170 千円

21 3 神奈川県公共住宅供給推進協議会 定例 9 千円

22 3 神奈川県市町公営住宅連絡協議会 定例 6 千円

23 3 日本住宅協会 定例 90 千円

24 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

25 - 庁内共通事務 定例 4,578 千円

26 - 庁内共通事務 定例 146 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

施策目標４５　安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる

基本理念

政策目標

建設部　建築課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

　公共施設整備・再編計画に基づき、小和田三丁目地
内に（仮称）茅ヶ崎市営小和田住宅及び福祉関連施設
（児童クラブ、地域包括支援センター、地区ボラン
ティアセンター、障害児日中一時支援事業所）として
の複合施設を建設するため、庁内調整及び市営住宅入
居者との協議を進めます。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の実施状況

 目標

平成25年度

平成26年度

庁内調整

庁内調整
入居者移転計画

政策的事業

市営住宅の整備（市営住宅の
建替）

平成27年度
庁内調整

入居者移転計画

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

  市営住宅ストックを良質なストックとして将来世代
に継承していくため、「茅ヶ崎市営住宅等長寿命化計
画」に基づき、浴槽や給湯設備の設置などの改善事業
により、居住性や安全性の確保を図ります。

※設備整備戸数（平成23年度）：13戸

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

設備整備戸数

 目標

平成25年度

平成26年度

８戸

15戸

定例・定型的事業

市営住宅の維持管理

平成27年度
15戸

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖0

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 76,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

　住宅に困窮するファミリー世帯や高齢者世帯など
へ、良質な住宅を供給するために民間土地所有者等が
整備した賃貸住宅を、市が借上型市営住宅として20
年間借り上げるものです。

※建主に対する住宅賃貸料の支払対象戸数（平成23
年度）：119戸

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

建主に対する住宅
賃借料の支払対象
戸数

 目標

平成25年度

平成26年度

119戸

119戸

定例・定型的事業

借上型市営住宅の整備（借上
賃料）

平成27年度
119戸

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 344,430 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標1２ 快適な水環境が守られるまち 

 
 
 
 
 
 
◇ 下水道経営方針に基づき、経営の健全化、安定化が図られている 

◇ 水洗化により多くの世帯が快適な生活を営んでいる 

◇ 下水道の整備と水洗化普及率の向上により、川の水質が良好に保たれている 

◇ 雨水対策が充実し、浸水被害が減少している 

◇ 川辺の自然と人がふれあえる水辺空間が整備され、多くの市民に親しまれている 

◇ 下水道の長寿命化が進められている 

 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 15         7,661百万円

定例・定型的事業 6   276百万円

職員給与費                             263百万円

特別会計 事業件数 概算事業費 

公共下水道事業会計 48 29,103百万円

職員給与費  960百万円

一般会計・特別会計概算事業費合計   38,263百万円

 

政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

下水道使用料については、徴収事務委託先である県企業庁、茅

ヶ崎水道営業所との連携を深め、徴収率の向上を図ります。 

水洗化の普及及び促進については、未接続世帯に対し戸別訪問

や文書投函により水洗化の奨励を行い、自主財源の確保につなげ

ます。 

公共下水道整備（雨水）については、喫緊の課題である難易度

の高い下水道工事における設計積算及び現場技術監理や専門性の

高い補償交渉等に係る業務の一部を民間企業に委託することで、

業務に係る質的向上や効率化を図るだけでなく、特に専門技術や

ノウハウを習得し次世代へ継承させる人材育成を重点目標とした

下水道事業の効率的・効果的な事業執行を行います。 

 

快適な水環境が守られるまち 
（下水道河川部） 

 目指すべき将来像 

下水道・河川

政策目標 

１２ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 昭和 38 年度より着手した公共下水道の汚水施設は、順調に整備率を延ばしています。平成 23

年度末の整備率は、97.4％と県内の平均より高く、公衆衛生、生活環境の向上が図られ、河川の

水質が改善されるなどの効果が得られています。今後も河川の水質保全に努めます。 

 雨水施設は、面整備率が 51.2％と低いことや、河川整備が遅れていることから、近年浸水被害

が数多く発生し、その軽減を図るため、雨水施設や河川の整備を進めます。また、河川の整備に

当たっては、周辺の空間との調和を図り、市民に親しまれる河川整備を目指します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川総務課 
政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４６ 下水道経営を健全に安定して行う 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 下水道経営の健全化・安定化 

平成 24 年４月からの地方公営企業法適用に伴い、下水道経営の方針を樹立し、経営の健

全化、安定化を図ります。 

 

  ２ 水洗化普及率の向上 

公共下水道供用開始告示区域内の水洗化普及率 100％を達成するための指導・啓発に努め

ます。 

 
 

 

平成 23 年度に公共下水道事業への地方公営企業法適用移行が完了し、引き続き、健全な事業経営

を行いながら、公共下水道処理区域内の水洗化普及率 100％に努めます。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

公共下水道使

用料徴収率 
97.72％ 

（平成 23 年度） 
98.98％ 

公共下水道事業会計の自主財源である下水道使用料

が適切に徴収できているかを測ります。 

 平成 21 年度実績値 97.78％より、毎年 0.2％の徴収率

の増加を目標としました（平成 15 年度より上下水道一

括納付制度開始）。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４６ 

下水道経営を健全に安定して行う  （下水道河川総務課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４６　下水道経営を健全に安定して行う

下水道河川部　下水道河川総務課

―  件 定例・定型的事業 6,918 百万円政策的事業 1 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 公共下水道事業会計負担金等 政策 6,917,776 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

―  件 定例・定型的事業 20,944 百万円政策的事業 23 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 公共下水道事業会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 下水道運営審議会 政策 909 千円

2 1 下水道使用料の賦課徴収事務 政策★ 361,243 千円

3 1 下水道事業の広報活動 政策 160 千円

4 1 下水道処理場所在地交付金関連事務 政策 59,501 千円

5 1 過年度損益修正事務 政策 1,580,466 千円

6 1 固定資産管理事務 政策 6,833,871 千円

7 1 公共下水道事業受益者負担金の賦課徴収事務 政策 528 千円

8 1 公債費(元金償還)関連事務 政策 6,190,588 千円

9 1 公債費(支払利息)関連事務 政策 2,756,609 千円

10 1 事業資金管理事務 政策 18,600 千円

11 1 消費税及び地方消費税申告事務 政策 146,000 千円

12 1 相模川流域下水道維持管理費負担金 政策 2,441,510 千円

13 1 相模川流域下水道建設費負担金 政策 324,762 千円

14 1 相模川流域下水道左岸処理場公害対策委員会補助関連事務 政策 2,900 千円

15 1 藤沢市公共下水道維持管理費負担金 政策 122,732 千円

16 1 特定財源に関連する事務 政策 ― 千円

17 1 日本下水道協会等団体負担金 政策 3,144 千円

18 1 部内の予算及び決算の総括調整、予算の執行審査 政策 15,945 千円

19 1 予備費支出事務 政策 15,000 千円

20 2 水洗化の普及及び促進に関する事務 政策★ 4,641 千円

21 - 災害応急対策活動 政策 ― 千円

22 - 庁内共通事務 政策 65,371 千円

23 - 部内調整事務 政策 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４６　下水道経営を健全に安定して行う

基本理念

政策目標

下水道河川部　下水道河川総務課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　下水道経営の健全化・安定化

　公共下水道使用者に対する適正な下水道使用料の賦
課及び徴収事務を行うとともに、下水道使用料の料金
水準及び料金体系の適正化に努めます。

※公共下水道使用料徴収率（平成23年度）：
97.72％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

公共下水道使用料
徴収率
（％）

 目標

平成25年度

平成26年度

98.58％

98.78％

政策的事業

下水道使用料の賦課徴収事務

平成27年度
98.98％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 361,243 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　水洗化普及率の向上

　排水設備新設等確認申請の受付・審査及び完成届に
基づく検査を行うほか、茅ヶ崎市下水道排水設備指定
工事店及び責任技術者の管理監督を行います。また、
水洗化奨励金の交付（既存家屋の供用開始後３年以内
の改造のみ）及び水洗化奨励金交付対象最終年度家屋
に対する交付期限の周知の徹底を図ります。
  公共下水道未接続世帯に対する接続啓発のための広
報活動を行います。

※検査率（平成23年度）：100％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

検査率

 目標

平成25年度

平成26年度

100％

100％

政策的事業

水洗化の普及及び促進に関す
る事務

平成27年度
100％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,641 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川建設課 
政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４７ 公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 計画的な公共下水道施設の整備 

公共下水道は、生活環境の改善をするとともに、河川や海などの公共用水域の水質を保全

し、健全な水環境を守るという役割を担う重要な都市基盤であることを認識し、快適環境都

市づくりに向けて計画的に公共下水道施設の整備を推進します。 

 

  ２ 雨水対策 

雨水対策は、下水道事業の重要な役割のひとつであり、その対策に当たっては緊急度を考

慮し、雨水排除能力の確保に加えて、面的な対策である貯留・浸透などの流出抑制対策も含

めた方策を検討し、浸水の少ない安全なまちづくりを目指します。 
 

  ３ 河川整備 

河川整備は、治水を基本としながら、条件の整った区域では、親しみやすい水辺空間を創

造することで、川辺の自然とふれあいを通じた心豊かな暮らしの実現に向けた整備を、計画

的に推進します。 
 
 
 

公共下水道施設（雨水・汚水）について計画的に整備を推進します。また、浸水被害軽減のため、

雨水対策や河川整備を進めます。なお、新規事業として、（仮称）柳島スポーツ公園や農地整備と関

連した雨水整備事業や新千ノ川橋付近の浸水被害軽減を図る事業に取り組みます。    
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

公共下水道（汚

水）整備率 
97.42％ 

（平成 23 年度） 
99.39％ 

公共下水道（汚水）の事業認可面積に対する整備済み

面積の割合を測ります。 

平成 22 年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備計画」に基

づき、市街化区域内の面整備率について、28 年度 100%

を目指し、年 0.49％増加することを目標としました。

公共下水道（雨

水・雨水幹線）

整備率 
 

雨水 51.2％ 

（平成 23 年度） 

 

雨水幹線

90.5％ 

（平成 23 年度） 

 雨水 

52.6％ 

 

雨水幹線

96.2％ 

公共下水道（雨水）の事業認可に対する整備の割合を

測ります。 

平成 22 年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備計画」に基

づき、雨水整備率は 27 年度 52.6％を目標としました。

また、雨水幹線整備率は 27 年度 96.2％を目標としまし

た。 

河川整備率 50.6％ 

（平成 23 年度） 
62.1％ 

準用河川千ノ川（1,700ｍ）の整備の割合を測ります。

平成21年10月策定の「茅ヶ崎市千ノ川整備実施計画」

に基づき、市内の浸水区域の低減や親しみやすい水辺空

間を創出することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４７ 

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する  （下水道河川建設課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４７　公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

下水道河川部　下水道河川建設課

1 件定例・定型的事業 347 百万円政策的事業 8 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 合併処理浄化槽設置整備事業 政策 26,844 千円

2 2 雨水貯留タンク設置奨励事業 政策 3,675 千円

3 2 水循環水環境啓発事業 政策 840 千円

4 2 遊水機能土地保全事業 政策★ 68,245 千円

5 3 茅ヶ崎市水循環水環境基本計画等改定 政策 12,000 千円

6 3 駒寄川整備事業（文化資料館関連） 政策 24,664 千円

7 3 千ノ川整備事業 政策★ 209,527 千円

8 3 千ノ川流域雨水タンク普及事業 政策 1,000 千円

9 1 神奈川県浄化槽推進協議会 定例 51 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

―  件 定例・定型的事業 6,163 百万円政策的事業 10 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 公共下水道事業会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 公共下水道整備事業（汚水整備） 政策★ 704,504 千円

2 1 合流式下水道緊急改善（第二工区）事業 政策★ 847,037 千円

3 1 今宿ポンプ場増設事業 政策 722,530 千円

4 1 地震対策の推進 政策★ 165,357 千円

5 2 （仮称）中島番屋ポンプ場整備事業 政策 248,780 千円

6 2 公共下水道整備事業（雨水整備） 政策★ 2,962,147 千円

7 2 新千ノ川橋ポンプ整備事業 政策 258,000 千円

8 2 柳島向河原地区整備事業（雨水整備） 政策 234,800 千円

9 - 災害応急対策活動 政策 ― 千円

10 - 庁内共通事務 政策 19,507 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４７　公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基本理念

政策目標

下水道河川部　下水道河川建設課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　雨水対策

　平成５年度より遊水機能を保有する市街化区域内の
土地の保全の奨励を図るため、その土地の所有者に年
間１平方メートル当たり50円の補助金を交付してお
り、平成21年度から対象区域を市域全域に拡大し、
同額の補助金を交付します。

※補助金交付面積に対する割合（平成23年度）：
83％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

補助金交付面積の
対象面積
（482,100㎡）に
対する割合

 目標

平成25年度

平成26年度

92％

96％

政策的事業

遊水機能土地保全事業

平成27年度
100％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 68,245 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　河川整備

　千ノ川流域の浸水対策として、計画河川幅での護岸
工事を行います。
　事業実施予定：新千ノ川橋下流右岸の護岸整備等

※河川整備の進捗率（平成23年度）：50.6％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

河川整備の進捗率

 目標

平成25年度

平成26年度

50.6％

56.4％

政策的事業

千ノ川整備事業

平成27年度
60.6％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 209,527 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道施設の整備

　「茅ヶ崎市下水道整備計画」に基づき、市街化区域
内の未整備地域の解消のため、汚水管渠の整備を行い
ます。
　事業実施予定：赤羽根地区等の整備

※汚水整備率（平成23年度）：97.4％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

汚水面整備率(%)

 目標

平成25年度

平成26年度

98.13％

98.76％

政策的事業

公共下水道整備事業（汚水整
備）

平成27年度
99.39％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 704,504 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

267



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４７　公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基本理念

政策目標

下水道河川部　下水道河川建設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道施設の整備

　本工事は第一工区工事に引き続き平成22年度より
４か年で、松が丘排水区及び浜須賀排水区
（244ha）の合流区域の水質改善を図る地下貯留施
設（内径2,600㎜　延長約1,500ｍ）を設置すると
ともに、大量に発生する掘削土砂のリサイクルに係る
建設泥土分級施設を廃棄物処理法に基づき、相模川流
域下水道左岸処理場内に設置し、神奈川県と連携して
リサイクルに係る効率的な事業展開を図ります。

※汚濁負荷量の削減（平成23年度）：72％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

汚濁負荷量の削減

 目標

平成25年度

平成26年度

72％

100％

政策的事業

合流式下水道緊急改善（第二
工区）事業

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成25～27年度の事業費 847,037 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道施設の整備

　「茅ヶ崎市下水道整備計画」に基づく東海岸幹線、
中海岸幹線における幹線管きょの耐震化にあたり、
「茅ヶ崎市下水道長寿命化計画」における特に緊急性
を要する区間を抽出し、耐震診断の結果を踏まえて優
先的に耐震化を進めていきます。

※耐震化整備延長（平成23年度）：99ｍ

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

耐震化整備延長

 目標

平成25年度

平成26年度

設計委託の完了

54ｍ

政策的事業

地震対策の推進

平成27年度
50ｍ

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 165,357 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　雨水対策

　「茅ヶ崎市下水道整備計画」に基づき、浸水被害の
軽減を図るため、雨水管渠の整備を行います。
　事業実施予定：萩園雨水幹線、浜竹雨水幹線等の整
備

※雨水面整備率　（平成23年度）：51.2％
　雨水幹線整備率（平成23年度）：90.5％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

雨水面整備率・
雨水幹線整備率

 目標

平成25年度

平成26年度

52.0％・
92.0％

52.4％・
94.2％

政策的事業

公共下水道整備事業（雨水整
備）

平成27年度
52.6％・
96.2％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,962,147 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川管理課 
政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４８ 下水道・河川施設の信頼性を確保する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 管路の耐震化と計画的・効率的な改築 

緊急輸送路に埋設されている管路や避難所からの排水を受ける管路の耐震化に着手するとと

もに、下水道維持管理計画を策定し計画的・効率的な改築事業に着手します。 

 

  ２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理 

  河川・水路の改修や計画的な維持・管理を行い、市内の浸水箇所を無くし、安全で快適な生活

を確保します。 
 
 
 
 

既存の公共下水道管路の耐震化と計画的・効果的な改築を進めます。また、河川・水路の改修や計

画的な維持管理により、市内の浸水箇所の減少に努めます。さらに、災害時においてもポンプ施設の

安定稼働を図ります。 
 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

河川の水質測

定値（BOD）が

３㎎/L 以下の

箇所数 

２か所 

（平成 23 年度） 
２か所 

 市内河川の水質の汚濁具合を９か所で測定し、清浄な

水質の確保ができているかを測ります。 

 平成 17 年度～21 年度の平均値は、6.3 ㎎/L ですが、

公共下水道の普及などにより、平成 22 年度は 3.0 ㎎/L

に改善されています。 

 平成 22 年度から、相模川の基準水質(BOD)が、５㎎/L 

から３㎎/L 以下に、厳しくなったことを受け、市河川

についても９か所ある測定箇所のうち、現在と同じ２か

所での測定値を現状維持することを目標としました。 

ポンプ施設用

非常用電源導

入率 

０％ 

（平成 23 年度） 

100％ 

 （５か所） 

 自家用発電設備を持たないポンプ施設への発電機の

導入率を測ります。 

 導入予定の５か所のポンプ施設に毎年１か所以上の

導入を行い、計画期間内に整備が完了することを目標と

しました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４８ 

下水道・河川施設の信頼性を確保する  （下水道河川管理課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

下水道河川部　下水道河川管理課

5 件定例・定型的事業 672 百万円政策的事業 6 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 2 ポンプ施設の安定稼働に係る事務 政策★ 171,967 千円

2 2 ポンプ場維持管理に係る事務（一般会計の機能確保に係る経費） 政策 13,302 千円

3 2 河川の維持管理に係る事務（駒寄川の機能確保に係る経費） 政策 1,950 千円

4 2 河川の維持管理に係る事務（千ノ川の機能確保に係る経費） 政策 30,240 千円

5 2 駒寄川整備事業 政策★ 149,514 千円

6 2 排水路新設事業（排水不良地区の解消） 政策 29,339 千円

7 2 ポンプ場維持管理に係る事務（一般会計の施設の運用に係る経費） 定例 34,947 千円

8 2 河川の維持管理に係る事務（駒寄川の環境保全に係る経費） 定例 6,600 千円

9 2 河川の維持管理に係る事務（千ノ川の環境保全に係る経費） 定例 31,299 千円

10 2 水路の維持管理に係る事務 定例 193,539 千円

11 - 庁内共通事務（一般会計） 定例 9,696 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

―  件 定例・定型的事業 1,996 百万円政策的事業 15 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 公共下水道事業会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）下水道維持管理計画策定業務 政策★ 17,366 千円

2 1 （仮称）下水道業務継続計画（地震・津波編）策定業務 政策★ 10,583 千円

3 1 下水道施設情報システム構築事業（３条予算） 政策 66,226 千円

4 1 下水道施設情報システム構築事業（４条予算） 政策★ 109,456 千円

5 1 下水道長寿命化事業 政策★ 148,365 千円

6 1 管路施設及び雨水吐きの維持補修に係る事務（３条予算その１） 政策 467,405 千円

7 1 管路施設及び雨水吐きの維持補修に係る事務（３条予算その２） 政策 137,762 千円

8 1 管路施設及び雨水吐きの維持補修に係る事務（４条予算その１） 政策 58,500 千円

9 1 管路施設及び雨水吐きの維持補修に係る事務（４条予算その２） 政策 1,540 千円

10 1 不明水調査及び管更正事業 政策 271,192 千円

11 1 柳島ポンプ場改築事業 政策 38,113 千円

12 2 ポンプ場維持管理に係る事務（公営企業会計） 政策 655,656 千円

13 - 災害応急対策活動 政策 ― 千円

14 - 庁内共通事務（公営企業会計その１） 政策 11,043 千円

15 - 庁内共通事務（公営企業会計その２） 政策 2,529 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

基本理念

政策目標

下水道河川部　下水道河川管理課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　河川・水路の改修と計画的な維
持・管理

　停電時においてもポンプ施設が安定して稼働するよ
うに、非常用発電機の導入をします。

 H25年度施工：梅田橋ポンプ場
 H26年度施工：高田南ポンプ場
 H27年度施工：古相模橋ポンプ場
 　　　     　　  室田橋ポンプ場
 　　　     　　  上ノ田ポンプ場

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

梅田橋ポンプ場

室田橋ポンプ場

政策的事業

ポンプ施設の安定稼働に係る
事務

平成27年度
上ノ田公園ポンプ場

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 171,967 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　河川・水路の改修と計画的な維
持・管理

　大雨時における浸水被害の軽減を図るため、現況断
面の拡幅（暫定整備）をします。

※整備延長（平成23年度）：20.3ｍ

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

整備延長

 目標

平成25年度

平成26年度

Ｌ＝80ｍ

Ｌ＝90ｍ

政策的事業

駒寄川整備事業

平成27年度
Ｌ＝110ｍ

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 149,514 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　下水道経営の健全化・安定化

　下水道設備台帳の整備を行い、予防保全及び事後保
全の仕分けを行います。
　また、下水道設備の状況の把握、中長期的な設備状
態の予測、下水道設備の計画的かつ効率的な管理を行
います。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

設備台帳作成

庁内調整

政策的事業

（仮称）下水道維持管理計画
策定業務

平成27年度
計画策定

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 17,366 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

271



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

施策目標４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

基本理念

政策目標

下水道河川部　下水道河川管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　下水道経営の健全化・安定化

　下水道業務継続計画（地震編・津波編）を策定し、
被災時にも事業を継続可能な方法を定めます。また、
被災後24時間以内に対応すべき重要業務を定め、優
先業務の選定を行います。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

計画策定

計画策定

政策的事業

（仮称）下水道業務継続計画
（地震・津波編）策定業務

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 10,583 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画的・効率的
な改築

　中央局と連携のとれていないポンプ場等の下水道施
設情報システム構築を図ります。
　雨水吐室フラップゲートに水位計及び監視用カメラ
等を設置する他、雨水放流ゲートの遠隔操作装置を設
置します。

※事業の進捗状況（平成23年度）：柳島一丁目雨水
マンホール遠方監視システム構築

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

ポンプ場１局
ゲート親局システム

ポンプ場１局

政策的事業

下水道施設情報システム構築
事業（４条予算）

平成27年度
ポンプ場１局

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪■

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀■ 小出□

平成25～27年度の事業費 109,456 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画的・効率的
な改築

　予防保全的な維持管理を行い、下水道施設の耐用年
数の延伸及びライフサイクルコストの抑制を図りま
す。
　本市の公共下水道事業は、昭和38年より東海岸及
び中海岸地区において事業着手し、施工後50年を迎
えるようとしているため、本地区を対象として管路施
設の長寿命化を図ります。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

　詳細設計

　点検及び工事

政策的事業

下水道長寿命化事業

平成27年度
　点検及び工事

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 148,365 千円

公共下水道事業会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標1３ 地域の魅力と活力のある産業のまち 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 地場産品のブランド化が進み、茅ヶ崎の魅力の発信により、まちが活性化している 

◇ 商業や農業・水産業の後継者が増加している 

◇ 既存企業の操業環境が充実され、新たな企業立地や雇用が創出されている 

◇ 観光のネットワークが形成されている 

◇ 市民生活の利便性の高い都市拠点が整備され、活力あるまちとなっている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 20 1,628百万円

定例・定型的事業 77             4,588百万円

職員給与費                         875百万円

一般会計概算事業費合計                            7,091百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

企業等立地等促進条例における優遇施策の周知を積極的に行い、企

業等の立地や事業拡大、継続的な事業活動、地域に貢献する取り組み

に対する支援を行うことにより、将来的な雇用の拡大、固定資産税や

法人市民税の増収を目指します。 

茅ヶ崎海岸グランドプランの推進については、市有地を含め土地の

利活用の検討や公園整備、民間活力を利用した施設の誘導を行い、事

業実施主体の最適化を図ります。 

浜見平地区では、生活拠点ゾーンの公共公益施設等整備について、

公民連携事業（ＰＰＰ方式）による民間活力の導入により経費圧縮を

図りながら整備を行い、安定したサービスを提供します。 

地域の魅力と活力のある産業のまち 
（経済部） 

 目指すべき将来像 

産業・雇用

政策目標 

１３ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

経済情勢の低迷により、市内の中小企業や商店の経営は、依然厳しい状況が続いており、中小

企業や商業者が抱える課題やニーズを的確に把握し、それを解決するため、経済団体や関係機関、

地元大学等と連携し、情報の共有化を図りながら、企業等に対する支援策を推進します。 
また、地域の事業者や地元大学、関係団体等の多分野異業種間連携を図り、新たな観光ニーズ

を把握するとともに、それぞれの活動や地域の観光資源を融合して新たな着地型観光事業を実施

するなど、さらなる観光客の誘客を図るとともに地域経済の活性化を推進します。 
地域資源を活用した６次産業化への取り組みは、農水産業者及び産業者の状況把握をしながら、

県など関係団体等をはじめ経済部内連携をした中で、様々な可能性について研究します。 
都市農業の振興及び農地の有効利用の促進を図るため、農産物の多様な地場流通販売促進など

により地産地消の推進を行うとともに、新たな担い手の確保に努めます。 
勤労市民会館の管理運営について、引き続き指定管理者制度を活用し、事業者（民間企業）と

の役割分担の最適化を図ります。  
浜見平地区拠点整備事業については、団地中心部に位置する生活拠点ゾーンの中に公共公益施

設を整備します。その手法は、民間の資金、経営能力、技術的能力を活用することで、市が直接

実施するよりも効率的かつ効果的に公共サービスができるという観点から公民連携事業（ＰＰＰ

方式）により事業を実施します。  
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 産業振興課 
政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標４９ 多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する 
 

 

 
 
 
 
 

 

  １ 企業の安定的な経営支援 

市内企業が、安定した経営を行えるように関係機関と連携を図り、金融支援や経営指導などを行い、

企業の安定した経営基盤の整備について支援します。 

 

  ２ 企業の立地支援 

新たな交通網の整備を視野に入れ、企業の立地を図り、雇用の創出を支援します。 

 

  ３ 茅ヶ崎ブランド製品の販売促進支援 

地域の特産品や産業の連携で、茅ヶ崎ブランド製品の創出を進めるとともに、関係団体と連携し、

効果的な情報発信と流通経路の確立を支援します。 

 

  ４ 魅力ある商店街と個店の育成支援 

地域の魅力を生かした商店街の育成を支援するとともに、個性ある個店の魅力づくりを、関係機関

と連携して支援します。 

 

  ５ 観光資源の開発の促進 

海や里山の自然に恵まれた地域の特性を生かした観光資源の開発や、既存の資源の有効活用を促進

し、観光イベントを充実します。 

 

  ６ 回遊性の確保 

茅ヶ崎海岸や里山公園などの観光資源や、地域に根付いた地域資源が多数存在します。多くの居住

者や来訪者が利便的な移動が可能となるように、交通機関の活用も含めた回遊性を確保します。 
 
 
 

市内企業が安定した経営を行えるように金融支援や経営指導を継続して行います。また、魅力ある

商店街や個店の育成のため、にぎわい創出事業などの支援を進めます。 
地元大学や関係団体等の多分野異業種間連携を図り、地域の観光資源を生かした着地型観光事業を

進めます。 
 

 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

市内における 
増加事業所数 

73 事業所 

（平成 23 年度） 
80 事業所 

 法人の新規開設事業所数から廃業所数との差を測り

ます。企業の操業環境を支援し、新規開設事業所数を増

やします。経済状況の回復が厳しい中、現状の数値を維

持することを目標としました。 

観光客消費額 2,163 百万円 

（平成 23 年度） 
2,900 百万円 

 市内の観光客の消費額を測ります。観光客の誘致や観

光資源の活用などにより観光客の消費額を増やし、年

200 百万円前後の増加を目指すことを目標としました。

※観光客消費額：年間の観光客数に１人当たりの平均消

費額を乗じた額 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４９ 

多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する  （産業振興課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標４９　多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する

経済部　産業振興課

38 件定例・定型的事業 3,851 百万円政策的事業 6 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 湘南広域産業振興戦略推進事業 政策★ ― 千円

2 5 海岸利便施設の整備 政策★ ― 千円

3 5 観光客誘客促進事業 政策 22,760 千円

4 6 茅ヶ崎市観光案内所移転整備事業 政策 ― 千円

5 6 観光資源の回遊性の充実事業 政策★ ― 千円

6 - 部内事務支援事業 政策 10,527 千円

7 1 産業の活性化方法についての調査研究事務 定例 5,028 千円

8 1 産業フェア開催補助事業 定例 4,860 千円

9 1 商工関係団体補助事業 定例 28,860 千円

10 1 商工業講習会研修会事業 定例 2,241 千円

11 1 湘南広域都市行政協議会産業振興部会事務 定例 ― 千円

12 1 中小企業経営安定支援事業 定例★ 3,436,761 千円

13 1 中小企業特許取得支援事業 定例 2,880 千円

14 1 特定退職金共済掛金補助事業 定例 7,500 千円

15 1 優良産業人等表彰に係る事務 定例 375 千円

16 2 企業の誘致・立地への支援 定例★ 135 千円

17 3 産学公・異業種間交流支援事業 定例 900 千円

18 4 協業組合の設立の認可等 定例 ― 千円

19 4 計量検査事業 定例 6,898 千円

20 4 事業協同組合等の設立の認可等 定例 ― 千円

21 4 商店街の魅力とにぎわい創出事業 定例★ 67,200 千円

22 4 商店街共同施設設置補助事業 定例 11,010 千円

23 4 商店街終夜灯電灯料補助事業 定例 14,526 千円

24 4 商店街振興組合の設立の認可等 定例 ― 千円

25 4 商店街駐車場等設置補助事業 定例 11,700 千円

26 4 大型店出店の調整及び対策 定例 ― 千円

27 4 中心市街地商業活性化補助事業 定例 11,400 千円

28 4 特定工場の新増設の届出等の受理等 定例 ― 千円

29 5 花火大会行事補助事業 定例 26,340 千円

30 5 海水浴場運営事業 定例 41,673 千円

31 5 茅ヶ崎市観光協会運営費補助事業 定例 65,652 千円

32 5 茅ヶ崎市観光協会事業補助事業 定例 3,000 千円

33 5 観光振興団体等との連携 定例 1,269 千円

34 5 市内観光物産の展示事業 定例 ― 千円

35 5 神奈川県入込観光客調査事業 定例 108 千円

36 6 夏季誘客キャンペーン事業 定例 ― 千円

37 6 茅ヶ崎市観光案内所運営事業 定例 8,748 千円

38 6 観光案内板等の整備事業 定例 606 千円

39 6 観光客誘致事業 定例 14,736 千円

40 6 観光施設整備事業 定例 15,033 千円

41 6 大岡越前祭行事補助事業 定例 20,496 千円

42 6 浜降祭行事補助事業 定例 7,011 千円

43 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

44 - 庁内共通事務 定例 1,131 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標４９　多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する

基本理念

政策目標

経済部　産業振興課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　企業の安定的な経営支援

　２市１町の行政、商工会議所、商工会、５大学等と
連携し、産業振興戦略を策定し、この戦略を実践する
ことにより、２市１町の事業者を支援していきます。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

取組事業数

 目標

平成25年度

平成26年度

16事業

16事業

政策的事業

湘南広域産業振興戦略推進事
業

平成27年度
16事業

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　観光資源の開発の促進

　茅ヶ崎海岸の利便性の向上を図るため、「茅ヶ崎海
岸グランドプラン」の事業推進プログラムを踏まえ
て、海岸市有地や周辺の土地活用も含め、利便施設の
設置に向けた調整を行います。

※海岸利便施設の整備（平成23年度）：関係機関と
の調整会議（４回）

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

海岸利便施設の整
備

 目標

平成25年度

平成26年度

土地活用の検討
関係機関、団体調整

土地活用の検討
関係機関、団体調整

政策的事業

海岸利便施設の整備

平成27年度
土地活用の検討

整備

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　回遊性の確保

　地域の事業者や地元大学、関係団体等と連携し、多
分野異業種間における地域の推進体制を構築し、地域
の観光資源をネットワーク化させ魅力ある観光ルート
を設定するなどにより、地域観光マーケティングを促
進するとともに、さまざまな着地型観光事業を実施し
て、回遊性の向上を図り地域経済の活性化を推進して
いきます。

※観光資源の回遊性の充実（平成23年度）：新規観
光3ルート開発、ウォーキングガイドマップ・観光素
材集作成

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

観光資源の回遊性
の充実

 目標

平成25年度

平成26年度

着地型観光ﾓﾃﾞﾙ事業
の開発、実施・検証

ﾓﾃﾞﾙ事業継続実施・
旅行商品化の検証

政策的事業

観光資源の回遊性の充実事業

平成27年度
ﾓﾃﾞﾙ事業継続実施、
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ活動実施

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標４９　多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する

基本理念

政策目標

経済部　産業振興課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　企業の安定的な経営支援

　茅ヶ崎市中小企業融資制度と創業支援融資信用保証
料補助制度等を時代背景に応じてより利用しやすい制
度とします。また、中小企業を対象とした経営相談・
経営診断を実施し、健全な発展を支援します。
市融資制度預託金　3,311,850千円（預託金を除い
た事業費　128,667千円）
※法人の開設届と廃止届の差（平成23年度）：45件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

法人の開設届と廃
止届の差

 目標

平成25年度

平成26年度

80件

90件

定例・定型的事業

中小企業経営安定支援事業

平成27年度
100件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 3,436,761 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　企業の立地支援

　企業に対して、税制面の優遇施策について周知を図
ることにより、積極的な支援を行います。

※奨励措置適用申請件数（平成23年度）：７件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 民間

 指標

奨励措置適用申請
件数

 目標

平成25年度

平成26年度

30件

30件

定例・定型的事業

企業の誘致・立地への支援

平成27年度
30件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 135 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　魅力ある商店街と個店の育成支
援

　商業の活性化を図るために、地域商店街や同業種組
合等が実施する独自性のある戦略的販売促進事業、空
き店舗を活用する事業、コミュニティビジネス等に対
し、補助金の交付や必要に応じた支援を行います。

※補助金の交付件数（平成23年度）：28件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 民間

 指標

補助金の交付件数

 目標

平成25年度

平成26年度

32件

32件

定例・定型的事業

商店街の魅力とにぎわい創出
事業

平成27年度
32件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 67,200 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 農業水産課 
政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５０ 農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 異業種交流の場の提供 

農・水産・商業による異業種交流の場の提供を行い、新たなビジネスチャンスの創出を行います。 

 

  ２ 経営の安定化支援 

農業・水産業の担い手の確保育成や経営能力の向上を図り、魅力ある産業として就労意欲が高まる

ような仕組みづくりを進め、経営の安定化を支援します。 

 

  ３ 地産地消の推進 

農業・水産業は環境や食の安全に対する消費者の関心の高まりと地場産業振興の観点から地産地消

を進めるとともに、消費地の中に生産地がある特徴を生かし地産地消の拠点づくりを進めます。 

 

  ４ 海岸侵食対策の推進 

漁港西側に堆積する砂を中海岸へ搬送するとともに、関係機関へ要望し侵食対策を推進します。 

 

  ５ 海岸活用の支援 

海浜地の利用に対して、湘南海岸の特性が生かせるようなイベントなどの開催に対し支援します。 

 

  ６ 農地の保全・活用の推進 

生産基盤整備や意欲の高い担い手への農地の利用集積を進め、優良農地の確保と有効利用を図り、

農地の保全・活用を推進します。 

 

  ７ 海岸の保全・活用の推進 

    海岸の基盤整備などを行い、利便性の向上を図るとともに海岸の保全・活用を推進します。 

 

 
 

地産地消の推進及び農地の保全・有効活用を図るとともに、柳島向河原地区内農地の営農環境の改善 

に取り組みます。また、老朽化した茅ヶ崎漁港防波堤の緊急改修に取り組みます。 

 

 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

耕地面積 
374ha 

（平成 22 年度） 
356ha 

有効利用されている耕地面積を測ります。 

耕地面積は、農地転用や耕作放棄地等により毎年１％程

度減少傾向にあります。耕地面積の減少を抑制するため、

農業者への利用権設定、耕作放棄地解消ボランティア事

業、かながわ農業サポーター制度の活用、市民農園開設支

援等を実施します。年平均 2ha の耕作放棄地の解消と発生

防止に努め、耕地面積 356ha を目標としました。 

漁業の組合員数 
68 人 

（平成 23 年度） 
68 人以上 

漁業の組合員数を測ります。漁業に従事する後継者の育

成・確保を図ることにより、現状の漁業の組合員数を維持

することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５０ 

農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める  （農業水産課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

経済部　農業水産課

27 件定例・定型的事業 403 百万円政策的事業 8 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 2 茅ヶ崎漁港防波堤老朽化対策事業 政策★ 55,144 千円◆国の緊急経済対策対象事業

2 4 海岸侵食防止対策促進要請事業 政策 ― 千円

3 5 茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業 政策★ 800 千円

4 6 農とみどりの整備事業 政策★ 18,000 千円

5 6 農道・用排水路整備事業 政策★ 19,684 千円

6 6 柳島向河原地区土地利用推進事業 政策★ 84,109 千円

7 7 茅ヶ崎漁港北側駐車場等整備事業 政策 ― 千円

8 7 国有海浜地払い下げ促進事業 政策 ― 千円

9 2 援農ボランティア事業 定例 1,644 千円

10 2 巻き上げ機・防護策等修繕事業 定例 900 千円

11 2 環境保全型農業の推進事業 定例 11,172 千円

12 2 漁業近代化資金等利子補給金 定例 72 千円

13 2 地産地消の推進（さかなまつり・さかなの市） 定例 ― 千円

14 2 畜産振興事業 定例 10,134 千円

15 2 農業経営基盤強化促進法による認定農業者・農地利用集積事業 定例 19,923 千円

16 2 農業後継者等育成対策事業 定例 720 千円

17 2 農業嘱託員に係る事業 定例 6,552 千円

18 2 農業制度資金利子補給に係る事務事業 定例 1,023 千円

19 3 地産地消推進事業 定例★ 63,249 千円

20 4 海岸侵食防止対策推進事業 定例★ 8,265 千円

21 5 海岸周辺安全対策事業 定例 900 千円

22 5 海岸保全区域の維持管理事務 定例 3,627 千円

23 5 漁港外郭施設・漁港区域の維持管理事務 定例 9,945 千円

24 5 漁港周辺安全対策事業 定例 1,200 千円

25 6 家庭菜園事業 定例 2,385 千円

26 6 各種協議会等に係る事業 定例 ― 千円

27 6 耕作放棄地解消対策事業 定例★ 582 千円

28 6 水田保全対策事業 定例★ 4,380 千円

29 6 農業振興地域整備管理事業 定例 ― 千円

30 6 農作物鳥獣病害虫対策事業 定例 7,344 千円

31 6 農地保全管理事業 定例 11,225 千円

32 6 農道・用排水路維持管理事業 定例 57,801 千円

33 7 港勢調査・漂流物保管及び漁港関連団体連絡調整事務 定例 915 千円

34 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

35 - 庁内共通事務 定例 1,008 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

経済部　農業水産課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　経営の安定化支援

　漁港施設の老朽化に伴い、効果的かつ効率的な施設
の更新を行います。
　既存施設の機能診断を実施し、機能保全計画の策定
や漁港施設の補修に関する詳細設計を行い、水中コン
クリート打設等の対策工事を実施します。

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

老朽化対策工事

 目標

平成25年度

平成26年度

機能保全計画策定・
国、県協議

工法協議・詳細設計

政策的事業

茅ヶ崎漁港防波堤老朽化対策
事業

平成27年度
対策工事　83ｍ

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 55,144 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　海岸活用の支援

　茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業計画に位置づけ
た事業推進プログラムを実施します。「海・浜のルー
ルブック」が平成14年に策定されてから10年が経過
しており、現状の海岸利用に照らし合わせ内容を精査
し見直しを行います。Ｃ地区については、海岸利用者
のための利便施設の設置に向け事業推進を図ります。

※事業の進捗状況（平成23年度）：茅ヶ崎グランド
プラン改訂・旧西浜駐車場及び周辺土地利用計画策定

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

事業推進プログラム
の進行管理

事業推進プログラム
の進行管理

政策的事業

茅ヶ崎海岸グランドプラン推
進事業

平成27年度
事業推進プログラム

の進行管理

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 800 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の推進

　農業振興地域のなかで、芹沢地内の農業用排水路が
経年の影響により機能が低下しているため、農業の生
産効率が向上するよう排水路整備を実施します。

※事業の進捗状況（平成23年度）：水路整備　L＝
160ｍ・農道整備　L＝264ｍ

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

施設整備

施設整備

政策的事業

農とみどりの整備事業

平成27年度
施設整備

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 18,000 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

経済部　農業水産課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の推進

　農業施設の老朽化や未整備により農作業に支障をき
たしている地区があることから農業用道路及び用排水
路の整備を行います。

※整備の進捗状況（平成23年度）：用排水路整備
　L＝123.6ｍ

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

整備の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

用排水路整備
　183ｍ

用排水路整備
　280ｍ

政策的事業

農道・用排水路整備事業

平成27年度
用排水路整備

　280ｍ

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 19,684 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の推進

　農業振興地域となっている柳島向河原地区の農地を
保全するために、排水施設整備に必要な用地を購入
し、雨水排水管工事を施工することにより、生産性の
向上を図ります。また、柳島向河原地区の生産組合と
土地対策委員会が主体となった組織等と連携して、土
地利用調整システムの体制づくりを検討します。

※事業の進捗状況（平成23年度）：柳島向河原地区
土地利用基本計画の策定
　

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

管きょ詳細設計

用地購入　面積
　6,700㎡

政策的事業

柳島向河原地区土地利用推進
事業

平成27年度
雨水排水路整備工事

　延長　539ｍ

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 84,109 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　地産地消の推進

　地産地消の推進による都市農業の振興及び農業理解
の促進を図るため、農業者の地産地消を推進する取り
組みに対し、農業者団体などを通じた支援を行うとと
もに、農産物の多様な地場流通販売の促進や市民の農
業理解の向上、地場農畜産物の普及への取り組みを進
めます。
  市内農産物の６次産業化に向けた取り組みを県及び
関係団体等と連携した中で、様々な可能性について研
究します。
※地場農畜水産物普及への取組件数（平成23年
度）：10件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

地場農畜水産物普
及への取組件数

 目標

平成25年度

平成26年度

10件

10件

定例・定型的事業

地産地消推進事業

平成27年度
10件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 63,249 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

経済部　農業水産課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　海岸侵食対策の推進

　侵食の著しい海岸線を豊かな海浜に再生するため、
漁港西側に堆積する砂を市の事業により掘削・集積
し、県の事業により侵食の著しい中海岸へ運搬し、養
浜を行います。

※堆積砂の移動（平成23年度）：3,000㎥

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

堆積砂の移動

 目標

平成25年度

平成26年度

3,000㎥

3,000㎥

定例・定型的事業

海岸侵食防止対策推進事業

平成27年度
3,000㎥

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 8,265 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の推進

　県、農業委員会、ＪＡさがみ等と連携し、農業参入
希望者等への耕作放棄地の活用支援や耕作放棄地解消
のためのボランティア活動支援などを実施し、耕作放
棄地の発生防止と解消により農地の有効利用の促進を
図ります。

※事業実施による対象農地面積（平成23年度）：
163a
　

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業実施による対
象農地面積

 目標

平成25年度

平成26年度

320a

145a

定例・定型的事業

耕作放棄地解消対策事業

平成27年度
140a

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 582 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の推進

　市内で収穫されたお米を学校給食米や災害備蓄食糧
（おかゆ）として活用し、お米の地産地消を進め、農
家の生産意欲・保全意識の向上を図ります。
　また、市民へ水田の持つ景観機能の周知を図るため
レンゲ草等の植栽支援を行います。

※水田保全対策実施面積（平成23年度）：270a

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

水田保全対策実施
面積

 目標

平成25年度

平成26年度

230a

230a

定例・定型的事業

水田保全対策事業

平成27年度
230a

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,380 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 雇用労働課 
政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５１ 充実感をもって働けるための就労を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 充実した労働支援の実現 

関係機関と定期的な意見交換を通じ情報を共有することで連携を強化し、充実した就労支援体制を

整えます。 

 

  ２ ワーク・ライフ・バランスの促進 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、市内事業所との協力体制を構築

します。 

 
 
 
 

市内の中小企業勤労者の福利厚生を充実します。また、求職者が早期に就職できるように、各種講

座を開催するなど支援体制を充実させます。 
国、県と連携し、就職活動の支援や労働環境の改善を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

新規就業者数 1,290 人 

（平成 23 年度） 
1,600 人 

 就職活動支援が効果的に行われたかについて、茅ヶ崎

市ふるさとハローワークに係る新規就業者数で測りま

す。就職に関する相談やカウンセリング、求人情報の提

供をはじめ、各種講座、セミナーなどを開催し、就職活

動を支援します。毎年、新規就業者数を６％程度増加さ

せることを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５１ 

充実感をもって働けるための就労を支援する  （雇用労働課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５１　充実感を持って働けるための就労を支援する

経済部　雇用労働課

6 件定例・定型的事業 753 百万円政策的事業 2 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 勤労市民会館の管理運営 政策★ 164,881 千円

2 1 勤労者福祉サービスセンター事業 政策★ 47,157 千円

3 1 勤労市民会館の維持管理 定例 4,362 千円

4 1 勤労者福祉事業 定例 528,900 千円

5 1 就職活動支援事業 定例★ 2,700 千円

6 1 労働行政推進 定例 5,132 千円

7 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

8 - 庁内共通事務 定例 150 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５１　充実感を持って働けるための就労を支援する

基本理念

政策目標

経済部　雇用労働課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の実現

　勤労市民会館で就職活動支援セミナー、労働相談な
どを開催し、勤労者の労働環境の改善を図るととも
に、求職者の就職活動を支援します。
　事業所などの研修や就業後の余暇活動の場として勤
労市民会館の会議室などを貸し出し、勤労者の福祉増
進を図ります。

※会議室の稼働率（平成23年度）：70.8％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市、民間

 指標

稼働率

 目標

平成25年度

平成26年度

73％

74％

政策的事業

勤労市民会館の管理運営

平成27年度
75％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 164,881 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の実現

　中小企業の従業員に対する福利厚生を充実させるた
めに、広域的な勤労者福祉サービス事業に参画し、中
小企業勤労者に対する福利厚生を提供します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市・民間

 指標

勤労者福祉サービ
スセンターへの加
入者数

 目標

平成25年度

平成26年度

1,000人

1,500人

政策的事業

勤労者福祉サービスセンター
事業

平成27年度
2,000人

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 47,157 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の実現

　ハローワークと市が連携して事業を実施すること
で、求職者の就職の支援及び利便性の向上を図りま
す。
　求職者が効率よく就職活動を行えるよう、求人企業
の人事担当者との出会いの場を設け、自分に合った仕
事探しの支援をします。

※ふるさとハローワークに係る新規就労者数（平成
23年度）：1,290人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市、国

 指標

新規就労者数

 目標

平成25年度

平成26年度

1,450人

1,525人

定例・定型的事業

就職活動支援事業

平成27年度
1,600人

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,700 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 拠点整備課 
政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５２ 地域特性に配慮した都市拠点を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 住宅、商業、工業などが調和した土地利用の誘導（辻堂駅西口周辺） 

辻堂駅西口周辺は、隣接する藤沢市の湘南 C－X（シークロス）を軸に、駅施設の改良などの整備を

進め、住宅、商業や工業などが調和した土地利用へと誘導します。 

 

  ２ 交通基盤の整備・都市機能の導入（香川駅周辺） 

香川駅周辺の交通基盤の整備や都市機能の導入を段階的に進めます。 
 

  ３ 公共施設・商業施設の段階的整備（浜見平地区周辺） 

浜見平地区は、周辺地区も含め、少子・高齢化を考慮し、団地の建て替えに合わせ生活の利便性や

防災性の向上を目指すとともに、地域に必要な公共施設や商業施設の整備を段階的に進めます。 
 

  ４ 基盤整備の推進（萩園地区） 

萩園地区は、産業系土地利用への誘導を図るための基盤整備の推進を図ります。 

 

  ５ 都市整備の推進 

    市街地の基盤整備や市街地再開発を推進し、防災性の高いまちづくりを進めます。 

 
 
 
 

浜見平地区における生活拠点ゾーンの複合施設供用開始を目指します。また、萩園地区は良好な生

活環境の形成と産業系土地利用のための整備を目指します。 
辻堂駅西口周辺や香川駅周辺については、面的整備の検討を進めます。 

 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

辻堂駅西口周辺

整備事業の整備

進捗率 

39.1％ 
（平成 23 年度） 

49.8％ 

 総事業費に対し、執行事業費の割合を算出します。藤沢市

の湘南 C－Xの土地利用計画と連携し、辻堂駅西口周辺地区ま

ちづくり基本計画及び辻堂駅重点整備地区整備計画に基づ

き、段階的な都市基盤施設整備を進めます。平成 46 年度の完

了を目指し、整備事業の進捗率を目標としました。 

香川駅周辺地区

整備事業の整備

進捗率 

3.5％ 
（平成 23 年度） 

12.6％ 

 総事業費に対し、執行事業費の割合を算出します。相模線

の利便性向上を見据え、段階的に駅周辺の交通基盤を進めま

す。平成 37 年度の完了を目指し、整備事業の進捗率を目標と

しました。 

浜見平地区拠点

整備事業の整備

進捗率 

12.6％ 
（平成 23 年度） 

38.8％ 

ＵＲ都市再生機構の団地建替え事業に合わせ、少子・高齢

化を考慮し生活利便性向上や防災性の向上を目指し、松尾川

の緑道化・左富士通りの電線類地中化を進めます。平成 34 年

度の完了を目指し、整備事業の進捗率を目標としました。 

萩園地区産業系

市街地整備事業

整備の進捗率 

2.3％ 
（平成 23 年度） 

96.2％ 
茅ヶ崎市土地区画整理事業助成要綱による補助を行い、基

盤整備を進めます。平成 28 年度までの完了を目指し、整備事

業の進捗率を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５２ 

地域特性に配慮した都市拠点を整備する  （拠点整備課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５２　地域特性に配慮した都市拠点を整備する

経済部　拠点整備課

6 件定例・定型的事業 1,209 百万円政策的事業 4 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 辻堂駅西口周辺整備事業 政策★ 30,142 千円

2 2 香川駅周辺整備事業 政策★ 196,328 千円

3 3 浜見平地区拠点整備事業 政策★ 728,206 千円

4 4 萩園地区産業系市街地整備事業 政策★ 248,020 千円

5 5 都市計画法第５３条に基づく許可等の事務 定例 ― 千円

6 5 都市再開発事業に関する調査・研究事業 定例 5,643 千円

7 5 都市整備に関する調査・研究事業 定例 60 千円

8 5 土地区画整理事業 定例 189 千円

9 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

10 - 庁内共通事務 定例 471 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５２　地域特性に配慮した都市拠点を整備する

基本理念

政策目標

経済部　拠点整備課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　住宅、商業、工業などが調和し
た土地利用の誘導（辻堂駅西口周
辺）

　辻堂駅西口北側赤松町地内の工場跡地及びその周辺
について、「茅ヶ崎市辻堂駅西口地区まちづくり基本
計画」及び「辻堂駅西口重点整備地区整備計画」と整
合を図りながら、市民の利便性向上や地域特性に応じ
た土地利用の検討を実施します。

※辻堂駅西口周辺地区の整備検討（平成23年度）：
辻堂駅改良、西口南側跨線橋の供用開始、市境道路角
切り用地整備

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

辻堂駅西口周辺地
区の整備検討

 目標

平成25年度

平成26年度

事業化の検討

事業化の検討

政策的事業

辻堂駅西口周辺整備事業

平成27年度
―

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 30,142 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　交通基盤の整備・都市機能の導
入（香川駅周辺）

　西口駅前広場の整備を実施し、さらに香川駅周辺の
面的整備も実施していきます。また、神奈川県が主体
となり実施する聖天橋の架替事業に寒川町とともに負
担金を拠出していきます。

※事業の進捗状況（平成23年度）：駅前広場予定地
南側自転車駐輪場供用開始

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

西口広場整備工事
聖天橋詳細設計

聖天橋上部工、下部
工工事

政策的事業

香川駅周辺整備事業

平成27年度
聖天橋上部工、護岸

工工事

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 196,328 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　公共施設・商業施設の段階的整
備（浜見平地区周辺）

　浜見平地区をUR都市機構による団地建替事業にあ
わせて、市域南西部の生活・防災拠点として位置付
け、平成20年度から34年度（15か年計画）で整備
を行います。
　基盤整備として、松尾川の暗渠化・緑道化工事及び
左富士通り・鉄砲道の電線類地中化工事を実施しま
す。また、生活拠点ゾーンの一部に複合施設整備を計
画しており、平成25年度に建設工事の着工を予定
し、27年４月の供用開始を目指します。
※事業の進捗状況（平成23年度）：PPP事業手法の
決定

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

事業用定期借地契約
締結

複合施設建設工事完
了

政策的事業

浜見平地区拠点整備事業

平成27年度
複合施設供用開始

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 728,206 千円

一般会計

 施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

施策目標５２　地域特性に配慮した都市拠点を整備する

基本理念

政策目標

経済部　拠点整備課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　基盤整備の推進（萩園地区）

　さがみ縦貫道の開通にともない、交通利便性が向上
する萩園（上ノ前）地区において、乱開発防止や地域
の環境に配慮しつつ、産業系への土地利用転換の推進
を図ります。周辺開発（田端西地区）や既存の工業団
地等と連携した土地利用の更新を目指します。

※事業の進捗状況（平成23年度）：整備検討会議の
開催（４回）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

調査設計業務委託

工事補助

政策的事業

萩園地区産業系市街地整備事
業

平成27年度
工事補助

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 248,020 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標1４ 農地の適正で有効な利用を図る 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

定例・定型的事業 12 39百万円

職員給与費 127百万円

一般会計概算事業費合計                        166百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 
農地法の適用等において、事務手続きの透明性向上を図るとと

もに事務処理の効率化に努めます。 

 
 
 

 

  １ 適正な農地利用の管理 

後継者不足に伴い農地の減少がみられる中、農地の使用貸借など利用関係の調整、交換分合に

よる効率的な利用の促進を図ります。また、農地法に基づき転用規制の厳格化などにより農地の

確保を図ります。 

 
 
 
 
   耕作放棄地解消ボランティア制度や神奈川県農業サポーター制度等に加え、法人参入の拡充や新規

就農者受入支援及び農地情報の提供により、耕作放棄地の解消を図ります。 
多様化する農業委員会への議案に的確に対応するため、関係法令の研修や専門知識の習得を行いま

す。また、農業委員会総会の適切な運営を図るため、農地等の権利移転、農地転用などの農地法関係

業務等を適切に実施します。 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

耕作放棄地面

積 
26.9ha 

（平成 23 年度） 
28.4ha 

 耕作放棄地は、農業者の高齢化や後継者不足などか

ら、年 2.5ha 程度の増加傾向を示しています。 

 耕作放棄地に対する農業水産課による有効利用策の

効果的な推進、農業委員による是正指導、意欲ある農業

者への農地のあっせん等により、年平均 2.0ha の農地復

元・防止を見込み、増加面積について年 0.5ha を目標と

しました。 

農地の適正で有効な利用を図る 
（農業委員会事務局） 

農業委員会

政策目標 

１４ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 農家の高齢化や後継者の不足に伴う農地の減少傾向にある中で、農地の使用貸借など権利関係の

調整などにより、効率的な利用を図り農業の発展、推進に努めます。 

 施策の方向性 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

政策目標１４　農地の適正で有効な利用を図る

農業委員会事務局

12 件定例・定型的事業 39 百万円政策的事業 ―  件 

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 違反転用対策 定例★ ― 千円

2 1 議事録の作成及び公開に係る事務 定例 1,353 千円

3 1 県農業会議及び農業委員会職員事務研究会に係る事務 定例 756 千円

4 1 選挙人名簿登載申請書に係る事務 定例 ― 千円

5 1 農業の発展、推進に関する事業 定例 419 千円

6 1 農業委員の研修会及び視察等の開催 定例 342 千円

7 1 農業委員会事務管理 定例 4,700 千円

8 1 農業委員会総会等の開催 定例★ 31,053 千円

9 1 農業者年金業務 定例 ― 千円

10 1 農地基本台帳の整備・保管 定例 414 千円

11 1 遊休農地の有効利用に係る事務 定例★ ― 千円

12 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１４　農地の適正で有効な利用を図る

基本理念

政策目標

農業委員会事務局

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　適正な農地利用の管理

　新たな違反行為を早期に発見するため、農地の利用
状況を調査するとともに、定期的な農地パトロールを
実施し、広報等により周知活動を行います。

※農地パトロール件数（平成23年度）：32件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

農地パトロール件
数

 目標

平成25年度

平成26年度

36件

36件

定例・定型的事業

違反転用対策

平成27年度
36件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　適正な農地利用の管理

　農業委員及び事務局職員が研修会等を通じて、関係
法令についての専門知識を取得します。また、複雑化
している案件についても、総会前に担当農業委員と充
分な現地調査を行い、審査基準に基づき適正に審査を
実施します。

※総会の回数（平成23年度）：13回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

総会の回数

 目標

平成25年度

平成26年度

12回

13回

定例・定型的事業

農業委員会総会等の開催

平成27年度
12回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 31,053 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　適正な農地利用の管理

　農地の利用状況調査の把握、担い手への農地流動化
を推進する等、従来からの取り組みに加え、消費者、
企業等が食育や地域活動として遊休農地の活動に参画
できる仕組みづくりを進めます。

※農地の斡旋件数（平成23年度）：１件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

農地の斡旋件数

 目標

平成25年度

平成26年度

５件

５件

定例・定型的事業

遊休農地の有効利用に係る事
務

平成27年度
５件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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